
企業づくり、人づくり、地域づくりを推進

シズオカ［KAGU］メッセ
卸売業界大化けの新視点
異業種企業交流会

静岡商工会議所報［シング］

平成29年6月1日発行　第87号（毎月1日発行）

※静岡市の名所を１年間、表紙で紹介します。

たたら　なおき　作／造形

企企業企企 づくり、人づくり、地域づく
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靜岡縣護國神社

JR東静岡駅

静岡鉄道

清水山公園

東海道新幹線

東静岡大橋

谷津山古墳

東静岡アート＆スポーツ／ヒロバ
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静岡商工会議所 静岡県地域ジョブ・カードセンター
TEL 054-353-3407（直通）／FAX 054-353-3443
〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17

お問い合わせは
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したい企業

企　　業

有期労働契約者等

既採用済者有能な人材を育成
したい企業
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ジョブカードを活用したOff-JT（座学等）とOJT（実習）を効果的に組み合わせた有期実習型訓練を通じ、有能な人材を育成したい
企業と正社員の経験が少ない求職者とのマッチングを促進する国の制度です。

求職者の職業能力を証明するA4版の大きさの5種類のシート（①キャリア・プランシート、②職務経歴シート、③免許・資格シート、
④学習歴・訓練歴シート、⑤訓練成果・実務成果シート）です。
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訓練類型 【基　本　型】

訓練類型 【キャリアアップ型】



静岡の経済指標　２０１7年5月
静岡のマーケットの動きを把握するため参考になる数字を紹介します

静岡市人口（葵区）５月

静岡市人口（駿河区）５月

静岡市人口（清水区）５月

静岡市人口（合計）５月

静岡県百貨店販売額２月

静岡県乗用車（新車）登録台数４月

静岡県新設住宅着工戸数３月

清水港輸出総額３月

ハローワーク静岡  新規求人数３月

前年同月比 －８４１人

前年同月比 －５２２人

前年同月比 －１,４９８人

前年同月比 －２,８６１人

前年同月比 －２．３５億円

前年同月比 ＋５２１台

前年同月比 －７９戸

前年同月比 ＋１０１億円

前年同月比 －２５９人

前年同月比 ＋９０２世帯

前年同月比 ＋７２４世帯

前年同月比 ＋６２２世帯

前年同月比 ＋２,２４８世帯

前年同月比 －１２．６６億円

前年同月比 ＋４２台

前年同月比 ＋４７億円

前年同月比 ＋１３１億円

前年同月比 －２７人

２５１,７３２人

２１１,８１３人

２３６,１１３人

６９９,６５８人

５７．４４億円

５,９１７台

１,８０６戸

１,７１５億円

４,２７８人

１０３,１７８世帯

９２,０７８世帯

９４,５８０世帯

２８９,８３６世帯

２４８．３２憶円

６７５台

５５０億円

８７１億円

１,５５６人

静岡市世帯数（葵区）５月

静岡市世帯数（駿河区）５月

静岡市世帯数（清水区）５月

静岡市世帯数（合計）５月

静岡県スーパー販売額２月

静岡県貨物車（新車）登録台数４月

静岡県公共工事請負金額４月

清水港輸入総額３月

ハローワーク清水  新規求人数３月

出典：人口＝静岡市、百貨店・スーパー販売額＝関東経済産業局、登録台数＝日本自動車販売協会連合会、住宅着工戸数＝静岡県、公共工事請負金額＝東日本建設業保証㈱、清水港貿易＝名古屋税関、求人数＝静岡労働局

※「Sing」は、静岡のS、清水のS、商工会議所のSに、現在進行形ingを組み合わせ、
　新しい商工会議所が前進し、明るい歌が響く未来をイメージしたタイトルです。

平成29年6月1日発行 第87号（毎月1日発行）

・清水エスパルスVSＦＣ東京(アイスタ)

・メディア・ユニバーサルデザインセミナー(静)

　

・法律相談会(静)　・役議員研修会(静)

・税務相談会(静)

・簿記検定試験　・おまちでアート(七間町名店街)

・許認可・著作権相談会(静)

・一日公庫(静)

・労務相談(静)

　

・カラーコーディネーター検定試験　

・朝鮮通信使講演会(ユーフォニア)

　

　

・税務相談会(静)

・鷹の市＆駿府市(鷹匠１丁目・駿府町商店街)

・ビジネス会計検定試験申込受付(～7/28)

・シズオカ［KAGU］メッセ2017業者相談日(～6/15 ツインメッセ静岡)
・第4回駿河ものづくり・伝統産業フェアinシズオカ［KAGU］メッセ2017(～6/18 ツインメッセ静岡)

・マル経資金説明相談会(静・清)　・県信用保証協会「経営相談会」(静)
・デザイン相談会(静岡市文化・クリエイティブ産業振興センター)
・しずおか就活サポートシステム説明会(静)

・シズオカ［KAGU］メッセ2017一般公開日(～6/18 ツインメッセ静岡)
・七間町青空市(七間町名店街)
・10年後の静岡を創るスーパーセミナー⑦(静岡県立大学)

・IT・情報化相談会(静)　・情報化・創業相談会(清)
・マル経資金説明相談会(静・清)

・税務相談会(清)　・法律相談会(清)
・製造業部会・新産機構 合同視察見学会(清水テクノカレッジ)

・通常議員総会(静)　・暴力追放推進協議会設立総会(静)
・法律相談会(静)　・しずおか就活サポートシステム説明会(静)

・健康相談(静)　・司法書士相談会(静)
・融資相談会(清)　・労務・特許相談会(清)
・デザイン相談会(静岡市文化・クリエイティブ産業振興センター)

・珠算・暗算段位認定試験
・清水エスパルスVSヴァンフォーレ甲府(アイスタ)

・マル経資金説明相談会(静・清)
・法律相談会(清)　・情報化相談会(清)

・発明・特許相談会(静)
・BCPセミナー「平時から役立つBCPの構築」(ホテルサンルート清水)
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※（静）は静岡事務所、（清）は清水事務所での開催

【 セミナー・イベント カレンダー 】

ＪＲ静岡駅周辺から清水方面を眺めると、谷津山の南
側に東西を結ぶ静岡鉄道、国道１号、東海道本線・新
幹線が通っている景観が見えます。山頂には４世紀に
造られた前方後円墳、周囲には多くの寺社があります。
西側には今川義元公の母・寿桂尼が創建した清水寺が
あり、周囲に静岡県第１号公園「清水山公園」が１９０
９年に開設。南側には明治維新以来国事にたおれた静
岡県出身者並びに縁故ある方々を祀る靜岡縣護國神
社が１９４２年に移転。旧国鉄跡地では、１９９８年にＪ
Ｒ東静岡駅と静岡県コンベンションアーツセンター「グ
ランシップ」、２００３年にドコモ静岡ビル、２０１３年に
南北を結ぶ東静岡大橋と商業施設「マークイズ静岡」
が開業するなど、新しいまちづくりが進んでいます。
文・造形：たたらなおきさん
撮影・デザイン：榊原幸弘さん  ㈲サイズ 代表取締役

表紙／しずおか名所めぐり③谷津山と東静岡駅周辺

東京からこんにちは
東京都市大学
田中　章さん

わが社自慢の商品・サービス
するがクリエイティブ特集
今年の静岡茶おすすめ商品特集
ほか

しごとなでしこ
小澤伊代さん
静岡の未来
北川　言さん

しずおか味な店
バール・スパゲッテリア イタリア

オーレ！エスパルス！
ミッチェル デューク選手
オーダースーツ アーク

徳川みらい学会
徳川家臣団大会2017
誌上経営相談
デザインに正解、不正解は
ありません
わたしの商工会議所活用法
「異業種企業交流会」
㈱カネキュウ

写真で見る静岡商工会議所の動き
4月の商工会議所事業

シズオカ［KAGU］メッセ2017
・もっと良い家具、みつかります。
・出展者紹介（58社）

卸商業部会特集
卸商業の今後の展望
・企業価値をいかにして拡大していくか／神野一成さん
・卸売業界に今もとめられている大化けの視点／大坪檀さん
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。
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５
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岡
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。
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」を
ご
覧
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だ
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。

も
っ
と
良
い
家
具
、み
つ
か
り
ま
す
。

静岡県家具工業組合
理事長
実石幸男
東海家具工業（株）　
代表取締役社長

特集

出
展

　
い
ま
の
静
岡
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具
メ
ー
カ
ー
の
製
品
作

り
を
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ネ
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で
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す
る
と
と
も
に
、近
代
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岡
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と
な
っ
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台
の
複
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を
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し
ま
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。
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画
展

▼
静
岡
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ま・む
か
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静
岡
県
が
推
進
し
て
い
る〝
森
林
の
都
〞

を
実
現
す
る
県
産
材
の
需
要
と
供
給
の

拡
大
の
た
め
の
技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェク
ト
を

紹
介
し
ま
す
。

▼
静
岡
県
産
材
の
利
用
促
進
研
究
発
表

　

各
出
展
企
業
が
、デ
ザ
イ
ン
力
、ク
オ
リ

テ
ィ
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。栄
え
あ
る

賞
に
輝
く
の
は
、ど
の
製
品
か
？
あ
な
た
の

目
で
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
Ｓ
Ｇ
Ｆ
コ
ン
テ
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２
０
１
７

　

ア
イ
デ
ア
満
載
の
個
性
的
な
製
品
に

は
、ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

▼
シ
ズ
オ
カ・デ
ザ
イ
ン
＆
ク
ラ
フ
ト

　

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
感
性
、斬
新
な
発

想
、魅
力
的
な
造
形
に
出
会
え
ま
す
。

▼
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ・サ
テ
ラ
イ
ト
２
０
１
７

後援/静岡県・静岡市・島田市・焼津市・藤枝市・(一社)日本家具産業振興会・静岡県中小企業団体中央会・静岡商工会議所・静岡特産工業協会・(公財)静岡産業振興協会

17日（土）・18日（日）
10：00～17：00

シズオカ［KAGU］メッセ2017

主催者
事務局

〒420-0042　静岡市葵区駒形通6丁目8-21
TEL：054-254-7201(代) 　FAX：054-254-7204　 E-mail：messe@s-kagu.or.jp

会場 ツインメッセ静岡［北館］
静岡市駿河区曲金3丁目1－1013 14 156/ 火 水 木

業  者
商談日

開場時間
9：00～17：00

主催 静岡県家具工業組合 最新情報随時更新中　http://www.s-kagu.or. jp/ 一 般
公開日

なんだか・・・机小さくない！？



出展者
紹 介

（掲載は五十音順　記号はブースNo.）

取扱
品目

(有)市川木工
オーダー家具全般製作、木製雑貨製作、
オーディオ木部製作

〒422-8053 静岡県静岡市駿河区西中原１丁目３-３８
TEL.054-643-1957　FAX.054-643-1957
http://forestview-ichikawa.jimdo.com/
forestview@cy.tnc.ne.jp

取扱
品目

(株)白井産業
組立式家具

〒426-0053 静岡県藤枝市善左衛門１４７１-２
TEL.054-634-3335　FAX.054-634-3332
https://www.shirai-s.co.jp
sri@shirai-s.co.jp

取扱
品目

杉本家具(株)
リビング家具、仏壇、ドレッサー、和家具

〒422-8045 静岡県静岡市駿河区西島１３４-１
TEL.054-237-0733　FAX.054-237-7161
http://sugimotokagu.order403.jp
sugimotokagu@tokai.or.jp

取扱
品目

(株)鈴木雅憲商店
トータル家具、ドレッサー

〒421-0115 静岡県静岡市駿河区みずほ１丁目７-１１
TEL.054-258-1165　FAX.054-258-1173
info@bellwood-furniture.co.jp

取扱
品目

(有)関本家具装芸
ドレッサー・古材家具・椅子・テーブル・
テレビボード・収納家具・仏壇（OEM）

〒422-8056 静岡県静岡市駿河区津島町７番１１号
TEL.054-281-4741　FAX.054-284-3390
http://www.sekimoto.co.jp
master@sekimoto.co.jp

取扱
品目

大伸木工(株)
祈りの家具

〒422-8056 静岡県静岡市駿河区津島町７-１６
TEL.054-285-2563　FAX.054-285-2548
http://daishin-mokou.com/
daishin@crocus.ocn.ne.jp

取扱
品目

起立木工(株)
国産・中国製・欧州製家具、住宅向OEM家具、
医療施設及び介助支援家具

〒422-8561 静岡県静岡市駿河区津島町１６番２０号
TEL.054-283-6111　FAX.054-282-8021
http://www.kiritsu.co.jp
info@kiritsu.co.jp

取扱
品目

(株)久和屋
リビング・ダイニング家具、TVボード、
オーダーキッチン

〒422-8043 静岡県静岡市駿河区中田本町５１-２１
TEL.054-281-0908　FAX.054-283-9018
http://www.kuwaya.co.jp
info@kuwaya.co.jp

取扱
品目

(有)ケンホープ
小物家具

〒420-0064 静岡県静岡市葵区本通７丁目１１番地の１６
TEL.054-254-9311　FAX.054-253-3819
http://www.kenhope.co.jp
info@kenhope.co.jp

取扱
品目

(株)コヤナギ
駿河民芸箪笥、ドレッサー、和家具、
小物家具、家具修理

〒422-8063 静岡県静岡市駿河区馬渕２丁目１６-３３
TEL.054-286-0155　FAX.054-286-0331
koyanagi.takumi@ab.auone-net.jp

取扱
品目

(株)塩川光明堂
吊り鏡、スタンドミラー、コレクションケース、
小物家具

〒422-8044 静岡県静岡市駿河区西脇２６３-１
TEL.054-281-7351　FAX.054-281-7352
http://www.shiokawakoumeido.co.jp
info@shiokawakoumeido.co.jp

取扱
品目

エコウッド景観協同組合
屋外家具、景観木製製品

〒421-1211 静岡県静岡市葵区慈悲尾２２７-３
TEL.054-276-2211　FAX.054-276-2220
http://www.ecowood.or.jp/
info@ecowood.or.jp

取扱
品目

(株)エム・ケー・マエダ家具
トータルインテリア家具、住宅用家具、
商業用什器

〒426-0001 静岡県藤枝市仮宿１０５２-１
TEL.054-643-6911　FAX.054-645-0740
http://www.mkm.co.jp
info@mkm.co.jp

取扱
品目

(有)勝見木工
テーブル・椅子・座卓・リビングボード・仏壇

〒426-0211 静岡県藤枝市西方４３-１
TEL.054-638-5980　FAX.054-638-5980

取扱
品目

(株)神谷家具
和家具、修理、再生

〒422-8044 静岡県静岡市駿河区西脇１０５０-１
TEL.054-281-5161　FAX.054-286-6560
http://www.kamiya-kagu.jp
k.kamiya@helen.ocn.ne.jp 

取扱
品目

(株)吉蔵
指物家具（和・洋家具）、李朝家具、厨子、仏壇

〒420-0016 静岡県静岡市葵区住吉町２丁目３１番地
TEL.054-252-5243　FAX.054-251-6098
http://www.kichizo.co.jp
info@kichizo.co.jp

取扱
品目

(株)一生紀
「木製家具全般」ダイニング、ソファ、
箱物全般

〒425-0022 静岡県焼津市本町５丁目１５番１号
TEL.054-631-7210　FAX.054-631-7290
http://www.isseiki.co.jp/
sales@isseiki.co.jp

取扱
品目

(有)インテリア丸萬
ドレッサー、チェスト、姿見、ナイトテーブル

〒422-8064 静岡県静岡市駿河区新川１丁目１９番３１号
TEL.054-285-5422　FAX.054-284-2920
maruman@za.tnc.ne.jp

取扱
品目

(有)インテルナ南條
トータル家具、小物家具、店舗用什器、
ディスプレー用什器、和家具、他社OEM

〒421-1221 静岡県静岡市葵区牧ヶ谷２１１４番地
TEL.054-278-5141　FAX.054-278-5142
http://www.pari-no-zakkaya.com
interna@nanjoh.co.jp
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取扱
品目

(有)谷口工芸
ダイニングテーブル、サロンテーブル、
ベンチ他

〒421-0113 静岡県静岡市駿河区下川原４丁目２３番１０号
TEL.054-259-6226　FAX.054-257-5082
http://tanigutikogei.com/
info@tanigutikogei.com

取扱
品目

東海家具工業(株)
オリジナルヨーロピアンスタイル家具、
セミオーダー対応木製食器戸棚

〒422-8064 静岡県静岡市駿河区新川１丁目２０番１７号
TEL.054-202-2361　FAX.054-202-2362
http://www.tokaikagu.co.jp
web@tokaikagu.co.jp

取扱
品目

中山家具(株)
大理石のトータル家具、リビングテーブル、
ダイニングテーブル

〒421-1222 静岡県静岡市葵区産女１２７１-１
TEL.054-278-7190　FAX.054-278-9960
http://www.iku-3.co.jp
nakayama@iku-3.co.jp

取扱
品目

(株)パロン
オフィス、保育、文教、商業施設関連
家具・什器

〒422-8058 静岡県静岡市駿河区中原５６９
TEL.054-281-1166　FAX.054-281-8096
http://paron.co.jp/
office@paron.co.jp

取扱
品目

静岡県内外広葉樹協同組合
世界の優良広葉樹をお届します。

〒422-8037 静岡県静岡市駿河区下島９０‐１ ㈱丸大材木店内
TEL.054-237-3238　FAX.054-237-1793

取扱
品目

共和成産(株)
木質建材（壁材・パーティション）、
家具表面材、なぐり加工

〒426-8633 静岡県藤枝市泉町２０番地
TEL.054-635-3331　FAX.054-635-0788
http://www.kyowa-seisan.co.jp
kyowa@kyowa-seisan.co.jp

取扱
品目

ＡＲＥＡ／(株)ＣＲＯＷＮ
チェア各種、ソファ、テーブルその他

〒107-0061 東京都港区北青山２-１０-２８ リヘイビル１Ｆ
TEL.03-3479-5553　FAX.03-3479-5554
http://www.area-japan.co.jp
info@area-japan.co.jp

取扱
品目

栗の木工房
テーブル、椅子、食器棚、他家具全般

〒420-0013 静岡県静岡市葵区八千代町71番地
TEL.090-8675-2645　FAX.054-253-6055
kurinoki-koubou@rk2.so-net.jp

取扱
品目

(株)コスモサウンド
ビクターがオーディオを楽器に変えた逸品

〒162-0803 東京都新宿区赤城下町３０番地 パールモア 一交３Ｆ
TEL.03-3269-1550　FAX.03-5227-2165
http://www.cosmosound.co.jp
cosmo-sound@info-trans.co.jp

取扱
品目

(有)桜木家具店
伝統工芸、岩谷堂箪笥仕様での特注家具製作

〒023-1102 岩手県奥州市江刺区八日町１-１１９
TEL.0197-35-1171　FAX.0197-35-5522
eiji@sakuragikagu.com

取扱
品目

(有)森下木工所・家具屋 校倉
ダイニング・リビング家具、ソファ、チェア、
チェスト、ベッド、仏壇、特注家具

〒422-8046 静岡県静岡市駿河区中島２８１１番地
TEL.054-286-3203　FAX.054-286-8523
http://aze-kura.com
sazekura@d4.dion.ne.jp

取扱
品目

ヤマカ産業(株)
和家具、ダイニングセット、リビング、
各種オーダー家具

〒422-8064 静岡県静岡市駿河区新川１丁目１４-２３
TEL.054-283-4161　FAX.054-285-2160
http://www.yamaka.ne.jp
info@yamaka.ne.jp

取扱
品目

遊木舎 西尾(株)
ダイニングセットなどの大きな家具から、コースター
などの小さな雑貨まで、暮らしに寄り添う無垢の家具

〒426-0007 静岡県藤枝市潮１０６-１
TEL.054-641-1305　FAX.054-644-6119
http://www.yu-bokusha.com/
info@yu-bokusha.com

取扱
品目

ＡＲＴＬＩＮＥ(株)
ギャッベ・キリム・絨毯・キリムチェアー

〒421-0112 静岡県静岡市駿河区東新田２丁目１６番２５号
TEL.054-201-9945　FAX.054-256-1151　
http://www.artlinekilim.com/
info@artlinekilim.com

取扱
品目

ＡＮイスバリ工業
sofa/chair/stool 革小物

〒425-0064 静岡県焼津市三和６８８‐２
TEL.054-623-5506　FAX.054-623-5522
http://www.an-isubari.jp
an-isubari@vc.tnc.ne.jp

取扱
品目

福井木工所
無垢材家具

〒422-8053 静岡県静岡市駿河区西中原１丁目８-２４
TEL.054-285-0493　FAX.054-285-9874
http://www.fukuken-kagu.com
info@fukuken-kagu.com

取扱
品目

(有)藤原木工
リビング＆ダイニング、ベッドルームファニチャー、
トータルアイテム

〒422-8064 静岡県静岡市駿河区新川２丁目９番地１８
TEL.054-285-1904　FAX.054-284-7057
http://www.f-fujiwara.co.jp
info@f-fujiwara.co.jp

取扱
品目

(有)マルイケ
和家具

〒420-0064 静岡県静岡市葵区本通１０丁目１番２号
TEL.054-255-0417　FAX.054-251-7322
http://www.sunpunokagu.co.jp
info@sunpunokagu.co.jp

取扱
品目

(有)丸藤
鏡台・ドレッサー・チェスト

〒421-0115 静岡県静岡市駿河区みずほ１丁目２７-７
TEL.054-258-2412　FAX.054-258-2425
marufuji@cy.tnc.ne.jp

取扱
品目

(株)マルミヤ
リビング・ダイニング家具

〒422-8076 静岡県静岡市駿河区八幡３丁目１４番２８号
TEL.054-282-5500　FAX.054-283-3903
http://www.marumiya-kagu.co.jp
info@marumiya-kagu.co.jp

あぜくら



取扱
品目

(有)手造り家具の金鱗
家具全般

〒421-0106 静岡県静岡市駿河区北丸子２丁目３８番９号
TEL.054-201-2510　FAX.054-259-6313
http://www.kinrin.co.jp/
info@kinrin.co.jp

取扱
品目

(株)渡辺家具
チーク無垢材を使用したインドネシア産
輸入家具

〒485-0069 愛知県小牧市藤島町梵天１３５
TEL.0568-76-2287　FAX.0568-72-3752
http://www.watanabekagu.jp
watanabekagukomaki@yahoo.co.jp

取扱
品目

(有)小林工芸
木製工芸品製造・販売。1/350エッフェル塔
（銅板エッチング、チーク材）高さ920㎜

〒424-0041 静岡県静岡市清水区高橋４丁目９‐２３
TEL.054-364-0212　FAX.054-364-0241
http://www.小林工芸.com/
kobayashikougei9@ybb.ne.jp

取扱
品目

ｓａｎｓａＱuａ
炭素繊維ゴルフバッグ、ビジネスバッグ、
リュック、財布類

〒427-8512 静岡県島田市細島１３４９番地の１
TEL.0547-35-2727　FAX.0547-35-2050
http://www.sansaqua.com
info@sansaqua.com

取扱
品目

(株)天城カントリー工房
ヤニ松アンドン、子供イス、キバコのＰＲ、
韮山反射炉1/8模型

〒413-0513 静岡県賀茂郡河津町浜７５‐２
TEL.0558-34-0555　FAX.0558-34-0569
http://amagilog.com
amagilog@gmail.com

取扱
品目

(有)ウッドニー
時計、温湿度計、オルゴール
他木製小物インテリア

〒421-1222 静岡県静岡市葵区産女１０３１‐７
TEL.054-297-5180　FAX.054-297-5181
http://www16.plala.or.jp/woodny/
woodny-s@blue.plala.or.jp

取扱
品目

オモイデ立体プリントAB３Dworks
「思い出をインテリアにする３Ｄフィギュア」
家具と調和し、暮らしを豊かに彩ります。

〒411-0816 静岡県三島市梅名３７１-１０
TEL.055-982-5920　FAX.055-982-5920
http://ab3d.jp
info@ab3d.jp

取扱
品目

抗菌富士〈㈲岩倉溶接工業所×三光製作㈱〉
抗菌めっきを施した富士山グッズ

〒427-0011 静岡県島田市東町２０９３‐１
TEL.0547-37-4585　FAX.0547-37-5208
http://www.koukinfuji.com
抗菌富士のHP内にお問合せ欄あり。

取扱
品目

ひねりや
アパレル（藍染め、小千谷縮など）
雑貨（バッグ、アクセサリーなど）

〒104-0061 東京都中央区銀座１‐２２‐１２‐１Ｆ
TEL.03-6228-6087　FAX.03-6228-6087
http://www.hineriya.jp
hello@hineriya.jp

取扱
品目

Mt.FUJI WOOD PROJECT
富士山麓ひのき製はがき、
オーナメントコースター、ストラップ等

〒418-0108 静岡県富士宮市猪之頭７９７
TEL.0544-52-0760　FAX.0544-52-0760
http://www.mtfuji-wpj.com/
info@mtfuji-wpj.com/

取扱
品目

(有)野沢工務店
木造住宅・リフォーム

〒420-0881 静岡県静岡市葵区北安東５丁目４１番２号
TEL.054-247-9006　FAX.054-247-5954
http://nozawa-k.com
info@nozawa-k.com

取扱
品目

ダイバホーム
健康木造注文住宅

〒422-8046 静岡県静岡市駿河区中島８５５‐１
TEL.054-266-3030　FAX.054-266-3033
http://www.daibahome.co.jp
info@daibahome.co.jp

取扱
品目

ブラウンズウッドデザイン
木製家具デザイン（椅子、テーブル等）
木製椅子製作アドバイス

〒441-8105 愛知県豊橋市北山町字西の原１３-２６-２Ｆ
TEL.0532-37-5362　FAX.0532-37-5362
masana@mac.com

取扱
品目

静岡デザイン専門学校
ものづくりをはじめ、グラフィック、インテリア、
その他多くの専門教育を行っています。

〒420-0839 静岡県静岡市葵区鷹匠２‐１９‐１５
TEL.054-252-1766　FAX.054-252-1968
http://www.sdc.ac.jp
washizu.kyoichiro@sist.ac.jp

取扱
品目

しずおか夢デザインコンテスト
”あったらいいな”をテーマに募集した子供たちのアイデア
から、実現可能な受賞作を地元の職人さんが制作しました。

〒420-0838 静岡県静岡市葵区相生町１-１ しずおか信用金庫業務サポート部
TEL.054-247-1160　FAX.054-247-1178
http://www.shizushin.co.jp
support@shizushin.co.jp

取扱
品目

静岡商工会
家具、指物、木工機械、木製小物雑貨、
木のおもちゃなど

〒420-0016 静岡県静岡市葵区住吉町２-2
TEL.054-254-3605　FAX.054-252-3024
http://www.shizuoka-shokokai.jp
k-yamamoto21@emobile.ne.jp

取扱
品目

駿河ものづくり・伝統産業フェア
静岡商工会議所製造業部会が主催する
伝統産業振興と特産工業品の展示、販売

〒424-0821 静岡県静岡市清水区相生町６-１７ 静岡商工会議所新産業課内
TEL.054-355-5400　FAX.054-352-7817
http://www.siip.jp
info@siip.jp

取扱
品目

創生商事(株)
バランスチェア、北欧家具、
無垢板オーダー家具

〒430-0929 静岡県浜松市中区中央２‐１３‐４
TEL.053-452-9891　FAX.053-452-9892
http://friendhouse-sosei.co.jp
info@friendhouse-sosei.co.jp

取扱
品目

(株)ビッグウッド
フランチャイズ加盟店募集

〒791-1114 愛媛県松山市井門町７７-１
TEL.089-958-7773　FAX.089-958-1415
http://www.big-wood.co.jp/
j.ochi@big-wood.co.jp

デザイン＆クラフト出展スケジュール

住まいと家具のコラボレーション

デザイナーズサテライト

デザイン＆クラフト

シズオカ［KAGU］メッセ2017

(有)小林工芸

ｓａｎｓａＱuａ
(株)天城カントリー工房

(有)ウッドニー
オモイデ立体プリントAB３Dworks

抗菌富士

ひねりや
Mt.FUJI WOOD PROJECT

6／17～18

6／13～15

6／13～15、17～18



　

静
岡
商
工
会
議
所
・
卸
商
業
部
会

は
、紙・玩
具・茶・生
鮮
食
品・乾
物・医

薬
品・機
械
器
具・金
属
製
品・建
築
材

料・塗
料・石
油・靴
な
ど
を
取
り
扱
う

卸
売
業
を
営
む
会
員
事
業
所
約
１
０

０
０
社
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
卸
商
業
部
会
特
集
は
、「
卸

売
業
界
に
今
も
と
め
ら
れ
て
い
る
大
化

け
の
新
視
点
」を
テ
ー
マ
に
、卸
売
業
を

取
り
巻
く
課
題
、今
後
の
展
望
に
つ
い

て
静
岡
産
業
大
学
総
合
研
究
所
の
大

坪
檀
所
長
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

私
た
ち
卸
売
業
界
を
取
り
巻
く
事

業
環
境
は
大
き
く
変
貌
し
、従
来
の
卸

売
の
機
能
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。卸
売
業
の
最
大
の
課
題
は
、従
来

の
社
会
的
役
割
に
固
守
し
、事
業
活
動

が
売
上
に
結
び
付
か
な
い
状
況
に
陥
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

人
口
減
、高
齢
化
は
大
き
な
構
造

的
な
問
題
で
す
が
、そ
う
い
う
な
か
で

も
、お
客
様
か
ら
新
し
い
ニ
ー
ズ
や
要

望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。ス
ピ
ー
ド

対
応
や
少
量
対
応
な
ど
細
や
か
な
対

応
が
付
加
価
値
と
な
り
ま
す
。自
社

で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
を
極
め
る

と
と
も
に
、新
し
い
柔
軟
な
発
想
を
持

卸商業部会 部会長　東海澱粉㈱相談役 神野一成さん

企業価値をいかにして拡大していくか
卸商業の今後の展望
卸商業部会特集

つ
こ
と
が
、今
後
の
卸
売
業
界
が
伸
び

て
い
く
ヒ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
と
物
流
が
進
ん
で
、消
費
者
の

選
択
肢
が
大
き
く
広
が
る
な
か
、お
客

様
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
、得
意
先

の
ニ
ー
ズ
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
的
確

に
と
ら
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

商
流
が
激
変
す
る
な
か
で
、ニ
ー
ズ

を
的
確
に
と
ら
え
、お
客
様
を
満
足
さ

せ
る
に
は
、様
々
な
提
案
を
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。自
社
の
強
み
を
把
握
す

る
人
材
を
育
成
し
て
、お
客
様
に
提
案

す
る
こ
と
で
自
社
の
魅
力
が
伝
わ
り

ま
す
。企
業
で
は
人
材
育
成
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

事
業
の
共
同
化
、物
流
の
共
通
化
な

ど
共
同・共
生
を
図
り
、一
方
で
は
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
も
っ
た
自
社
で
し
か
で

き
な
い
商
品
を
開
発
す
る
。企
業
は
常

に「
企
業
価
値
を
い
か
に
し
て
拡
大
し

て
い
く
か
」が
命
題
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

従
来
の
卸
売
の
機
能
が
大
き
く
変

化
す
る
な
か
、自
社
の
強
み
、ひ
い
て
は

静
岡
の
強
み
を
最
大
限
に
発
揮
し
、卸

売
業
界
が
今
後
さ
ら
に
進
化
発
展
し

て
い
く
よ
う
卸
商
業
部
会
事
業
を
通
じ

て
企
業
価
値
を
高
め
、業
界
と
し
て
の

役
割
を
担
って
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

協同組合 静岡流通センター全体図 平成28年3月　組合員数48社



卸
売
業
界
に
今
も
と
め
ら
れ
て
い
る

大
化
け
の
新
視
点

大
坪 

檀
さ
ん

お
お
つ
ぼ
　

 

ま
ゆ
み

問
屋
無
用
論
か
ら
半
世
紀

　

今
か
ら
約
半
世
紀
前
の
１
９
６
２

年
、当
時
東
京
大
学
教
授
だ
っ
た
林
周

二
氏（
静
岡
県
立
大
学
初
代
経
営
情
報

学
部
長
）が『
流
通
革
命
』と
題
す
る
本

を
出
版
、そ
の
著
書
を
巡
って〝
問
屋
無

用
論
〞が
登
場（
著
者
自
身
は
そ
の
よ
う

な
発
言
を
し
て
い
な
い
よ
う
だ
）。そ
れ

が
卸
売
業
界
に
大
き
な
波
紋
を
巻
き

起
こ
し
た
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
経
済
は
当
時
、戦
後
復
興
の
さ

な
か
、大
量
生
産
、大
量
販
売
、大
量
消

費
の
時
代
に
は
い
り
、ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
大
型
店
舗
、シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

が
各
地
に
出
現
、こ
れ
ら
の
大
型
小
売

組
織
が
直
接
、製
造
業
者
か
ら
商
品
を

購
入
す
る
よ
う
に
な
る
。所
謂「
中
抜

き
」現
象
が
進
行
し
、問
屋
は
無
用
に

な
る
、と
い
う
議
論
が
流
通
業
界
で
は

も
っ
と
も
の
ご
と
く
論
ぜ
ら
れ
た
。

　

そ
れ
か
ら
半
世
紀
。流
通
業
界
に
は

色
々
な
こ
と
が
起
こっ
た
。良
く
聞
か
れ

問
屋
は
ど
っ
こ
い
生
き
て
い
た

　

こ
の
静
岡
県
の
卸
売
業
の
実
態
を
平

成
26
年
度
の
数
値
で
見
る
と
、販
売
額

総
数
は
５
兆
７
，２
９
３
億
円
で
全
国

11
位
、全
国
シェア
１・６
％
、事
業
所
数

は
１
１
，５
１
８
あ
り
全
国
９
位
、全
国

シェア
３・０
％
、従
業
者
数
８
８
，９
７
５

人
、全
国
11
位
、シェア
２・３
％
。

　

卸
売
業
は
平
成
３
年
を
ピ
ー
ク
に
、

卸
売
企
業
が
生
存
発
展
し
た
原
因

　

問
屋
無
用
論
が
と
な
え
ら
れ
て
半

世
紀
の
今
、そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
。

　

実
務
家
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
関
係
の
経

効
率
化
、グ
ロ
ー
バ
ル
化

　

①
流
通
革
命
が
進
展
す
る
中
で
、経

営
者
が
自
己
分
析
し
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
の
近
代
化
が
行
わ
れ
た
。伝
統

る
言
葉
を
紹
介
す
る
と
、革
命
的
な
変

化
の
進
行
が
読
み
取
れ
る
。大
店
舗

法
、Ｇ
Ｍ
Ｓ
、Ｃ
Ｖ
Ｓ
、ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
、ロ

ジ
ス
テ
ィッ
ク
ス
、デ
ジ
タ
ルマ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、サ
プ
ラ
イ
チェー
ン
、ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ

イ
ム
、ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
、Ｐ
Ｏ
Ｓ
、ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
、知
的
財
産
権
、Ｔ
Ｖ
シ
ョッ

ピ
ン
グ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
、コ
ン
ビ

ニ
、フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
、宅
配
、Ｐ
Ｌ
法
、独

禁
法
な
ど
な
ど
。マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
考

え
方
も
登
場
。卸
売
業
界
の
人
は
、こ
の

ほ
か
に
ど
ん
な
言
葉
を
思
い
出
す
だ
ろ

う
か
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
の
影
響
も
あ
り
販
売

額
は
減
少
の 

一 

途
を
た
ど
り
、近
年
若

干
持
ち
直
し
た
と
は
い
え
厳
し
い
状
況

に
は
あ
る
。平
成
26
年
度
の
卸
売
業
の

全
国
総
販
売
額
は
３
５
６
兆
６
，５
１
６

億
円
で
東
京
１
５
２
兆
４
５
億
円
、大

阪
３
８
兆
９
，０
１
７
億
円
、愛
知
２
８

兆
３
，７
０
２
億
円
だ
っ
た
。卸
売
業
で

働
い
て
い
る
人
は
全
国
で
４
０
０
万
９
，

４
９
７
人
。問
屋
は
ど
っ
こ
い
生
き
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
間
に
大
型
卸
売
企
業
↓
食
品
、

医
療
品
、鉄
鋼
な
ど
の
専
門
商
社
、総

合
商
社
、老
舗
的
な
問
屋
を
含
め
、三

井
、三
菱
な
ど
の
名
前
を
持
つ
企
業
な

ど
が
成
長
発
展
、メ
ー
カ
ー
の
卸
売
り

機
能
を
持
つ
直
販
会
社
も
出
現
、売
上

高
が
数
十
兆
円
規
模
に
達
す
る
も
の

も
多
数
登
場
、大
卒
の
就
職
先
人
気
企

業
と
な
っ
た
も
の
も
あ
る
。

　

確
か
に
卸
業
企
業
の
数
は
減
っ
た
。

売
上
高
も
伸
び
な
い
。商
都
と
自
称
す

る
静
岡
市
に
は
往
年
の
勢
い
は
見
ら
れ

な
い
。然
し
頑
張
っ
て
い
る
卸
売
企
業

も
、こ
の
日
本
に
は
多
数
あ
る
。

営
学
者
な
ど
が
日
本
の
消
費
者
の
購

買
行
動
の
違
い
や
、大
規
模
小
売
業
の

取
り
扱
い
品
目
の
想
定
以
上
の
多
様

化
、大
量
化
、そ
し
て
無
在
庫
方
針
な

ど
の
視
点
も
加
え
、色
々
論
じ
て
い
る
。

　

明
治
大
学
の
佐
々
木
聡
教
授（
静
岡

県
立
大
学
に
在
籍
）は『
日
本
的
流
通

の
経
営
史
』『
地
域
卸
売
企
業
ダ
イ
カ

の
展
開
』『
石
鹸・洗
剤
産
業
』の
３
書

を
執
筆
、卸
売
企
業
の
生
き
残
り
、生

存
発
展
の
原
因
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
の

卸
売
企
業
が
発
展
、活
動
し
て
ゆ
く
う

え
で
参
考
に
な
る
点
を
企
業
発
展
史

の
視
点
か
ら
指
摘
し
て
い
る
。（
現
在
活

躍
中
の
卸
売
企
業
の
関
係
者
は
、自
社

の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
紐
解
い
て
み

る
と
、将
来
に
向
け
て
発
展
し
て
ゆ
く

た
め
に
何
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か

↓
卸
売
企
業
が
、自
社
の
大
化
け
に
何

が
必
要
か
を
考
え
る
う
え
で
非
常
に

参
考
に
な
る
。）

　

そ
こ
で
佐
々
木
先
生
の
指
摘
し
て
い

る
点
に
筆
者
の
視
点
も
加
え
、流
通
革

命
の
中
、卸
売
企
業
が
こ
れ
ま
で
生
存

発
展
し
た
原
因
を
ま
と
め
て
み
た
。

卸商業の今後の展望卸商業部会特集

静
岡
産
業
大
学
総
合
研
究
所　

所
長

学
校
法
人
新
静
岡
学
園　

学
園
長



静岡県卸売業・小売業の年間商品販売額

出典 : 「商業統計調査」経済産業省・静岡県統計調査課　「経済センサスー活動調査」総務省・経済産業省

（億円）

総 数
卸売業
小売業

静岡県卸売業・小売業の事業所数

（所）

総 数
卸売業
小売業

静岡県卸売業・小売業の従業者数

（人）

総 数
卸売業
小売業

小売業

卸売業

総 数

小売業

卸売業

総 数

小売業

卸売業

総 数

高
度
な
人
材
に
よ
る
顧
客
へ
の
提
案

　

③
卸
売
企
業
は
、自
己
の
主
体
性
を

顧
客
の
効
率
化
、リ
ス
ク
の
低
減

に
貢
献

　

経
済
学
者
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト・ホ
ー
ル
は
卸

的
で
家
族
的
、同
族
的
、保
守
的
な
色

彩
の
経
営
の
仕
方
か
ら
脱
皮
す
る
努

力
が
行
わ
れ
、所
謂「
近
代
的
」な
経

営
の
仕
組
み
に
改
革
、革
新
す
る
努

力
が
お
こ
な
わ
れ
た
。そ
の
改
革
に
は

経
営
者
の
強
烈
な
時
代
認
識
と
環
境

変
化
に
対
す
る
洞
察
力
と
意
識
改
革

と
近
代
化
を
図
る
積
極
的
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
働
き
が
あ
っ
た
。改
革

に
は
組
織
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、

業
務
シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
が
追
求
さ

れ
、コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、業
務
の
質
の
向
上
、

ス
ピ
ー
ド
化
が
図
ら
れ
た
。

　

②
流
通
革
命
の
進
展
で
、自
分
た
ち

の
企
業
が
ど
の
よ
う
な
変
身
を
迫
ら
れ

る
の
か
を
前
向
き
に
検
討
し
、卸
売
企

業
の
存
在
理
由
の
再
確
認
、社
会
的

な
存
在
意
義
の
認
識
が
経
営
者
に
よ
っ

て
行
わ
れ
、自
己
の
企
業
の
使
命
、役

割
、追
求
目
標
を
明
確
に
し
、従
業
員

と
と
も
に
こ
の
追
求
に
取
り
組
ん

だ
。新
た
な
発
展
戦
略
を
構
築
し
、そ

の
実
現
に
努
力
し
た
。新
市
場
の
展
開

を
図
り
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
動
を
始
め
る

も
の
が
多
く
な
り
、卸
売
業
で
何
ら
か

の
点
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
動
を
す
る
の

が
当
た
り
前
に
な
っ
た
。

維
持
し
、顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
、関
係

維
持
向
上
に
つ
と
め
た
。顧
客
の
抱
え

る
課
題
を
積
極
的
に
探
知
、そ
の
課
題

解
決
の 

一 

端
を
担
う
な
ど
提
案
型
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
的
活
動
に
取
り
組
み
、

時
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

も
な
っ
た
。こ
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
、活
動
す
る
た
め
に
新
た
な
人
材
計

画
、研
修
制
度
の
構
築
を
行
い
、多
種

多
様
な
高
度
な
人
材
の
採
用
が
行
わ

れ
た
。総
合
商
社
、専
門
商
社
の
発
展

の
足
取
り
に
は
、こ
の
よ
う
な
基
盤
変

革
の
活
動
が
み
ら
れ
る
。

　

④
経
済
政
策
、社
会
変
化
、顧
客
情

報
、国
際
情
報
な
ど
に
関
す
る
情
報
の

シ
ン
ク
タ
ン
ク
的
機
能
を
具
備
し
、顧

客
に
積
極
的
に
情
報
を
提
供
、ま
た
物

流
や
情
報
シ
ス
テ
ム
の
近
代
化
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、高
度
な
情
報
技
術
を

取
得
す
る
と
こ
ろ
も
出
て
き
た
。新
規

市
場
の
紹
介・取
引
先
の
斡
旋
、協
働

化
、金
融
支
援
を
含
め
、顧
客
の
必
要

と
す
る
資
源
の
提
供
に
加
え
、顧
客
先

の
情
報
化
に
積
極
的
に
参
加
、物
流
部

門
の
強
化
も
参
画
、自
ら
運
営
す
る
な

ど
し
て
存
在
価
値
を
高
め
た
。



再
び「
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
」に
直
面

　

で
は
次
の
半
世
紀
、卸
売
企
業
は

安
泰
で
、滅
亡
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

静
岡
県
の
事
態
で
見
る
と
健
闘
し

て
は
い
る
が
、勢
い
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

数
で
み
る
と
減
少
傾
向
に
あ
り
、こ
れ

は
中
抜
き
現
象
に
よ
る
も
の
で
は
な
い

か
と
危
惧
す
る
声
も
あ
る
。静
岡
経
済

研
究
所『
静
岡
県
経
済
白
書
２
０
１

６
』は〝
製
造
業
者
と
小
売
業
者
の
間

で
の
直
接
取
引
が
拡
大
、複
数
の
卸
売

業
者
の
介
在
す
る
余
地
が
狭
ま
っ
て
い

る
〞と
指
摘
し
て
い
る
。

　

経
済
界
の
仕
組
み
、活
動
を
大
き

「
デ
ジ
タ
ル
革
命
」の
進
行

　

卸
売
業
界
で
危
惧
さ
れ
る
中
抜
き

現
象
を
急
加
速
さ
せ
る
も
の
の 

一 

つ
は

「
デ
ジ
タ
ル
革
命
」の
進
行
で
あ
る
。デ

ジ
タ
ル
革
命
は
、技
術
、科
学
、社
会
生

活
に
想
定
外
の
変
化
↓
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン

を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
そ
の 

一 

つ
電

子
取
引（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト・ビ
ジ
ネ

ス
）の
進
展
で
、い
わ
ゆ
る「
Ｂ
to
Ｂ
」

取
引
に
よ
り
直
接
、事
業
者
が
結
び
付

き
、効
率
的
に
活
動
す
る
場
面
が
増

大
、商
取
引
は
い
ま
や
グ
ロ
ー
バ
ル
に
電

子
化
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
場
合
は
、高
齢
化
と
人
口

減
少
、教
育
水
準
、経
済
水
準
の
向

上
、さ
ら
な
る
情
報
化
の
進
展
が
需

要
構
造
、消
費
者
行
動
に
大
き
な
影

響
を
も
た
ら
し
、そ
れ
が
小
売
業
に

大
き
な
変
化
を
再
び
与
え
始
め
て
い

る
。コ
ン
ビ
ニ
の
地
域
密
着
型
の
展
開
、

宅
急
便
の
発
展
は
、流
通
業
界
の
大
き

な
注
目
分
野
と
も
な
って
い
る
。

　

支
払
方
法
に
も
大
き
な
変
化
が
起

き
て
い
る
。電
子
決
済
は
も
と
よ
り
、レ

顧
客
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
も
の

は
何
か

　
一 

口
で
言
え
ば
流
通
革
命
が
唱
え
ら

れ
た
当
時
以
上
の
大
変
動
が
社
会
全

般
に
い
ま
ま
た
起
き
始
め
て
お
り
、い

ず
れ
の
企
業
、産
業
も
、生
き
残
り
を

か
け
た
新
た
な
大
変
革
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、問
題
は
卸
売
企
業
だ
け
に
限

ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、卸
売
企
業

に
焦
点
を
あ
て
て
、生
き
残
り
と
更
な

る
発
展
の
た
め
に
い
く
つ
か
の
提
言
を

し
て
み
た
い
。

　

第 

一 

は
、こ
の
よ
う
な
新
時
代
に
顧

客
先
か
ら
卸
売
企
業
に
求
め
ら
れ
る

も
の
、顧
客
の
発
展
に
貢
献
寄
与
で
き

る
も
の
は
何
か
、卸
売
企
業
の
原
点
に

立
ち
戻
っ
て
新
戦
略
を
考
え
て
み
る

こ
と
。新
時
代
に
対
応
で
き
る
経
営

体
制
か
。新
時
代
の
環
境
、課
題
を
具

体
的
に
探
究
す
る
。自
社
の
発
展
史

を
も
う
一 
度
学
ん
で
み
る
の
も
よ
い
。

　

第
二
は
、現
在
の
顧
客
と
の
関
係
を

再
構
築
す
る
。そ
の
際
、卸
売
企
業
の

新
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
独
自
に
描
い

★
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

東
京
都
出
身
。東
京
大
学
経
済
学
部

卒
業
後
、カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
大
学
院

で
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
取
得
。１
９
５
８
年
、㈱
ブ

リ
ヂ
ス
ト
ン
に
入
社
。経
営
情
報
部
長・

米
国
法
人
経
営
責
任
者・宣
伝
部
長
を

歴
任
。１
９
８
７
年
か
ら
静
岡
県
立
大

学
で
経
営
情
報
学
部
教
授
、学
部
長
、

学
長
補
佐
を
務
め
る
。１
９
９
８
年
に

静
岡
産
業
大
学
に
移
り
、国
際
情
報
学

部
教
授
、情
報
学
部
教
授
、学
長
、新

静
岡
学
園
理
事
長
を
経
て
、学
園
長
に

就
任
。

て
、新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
模
索
、展
開

す
る
。デ
ジ
タ
ル
革
命
や
技
術
、社
会
の

様
々
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
は
我
々
に
新
た

な
手
段
と
発
展
の
場
を
与
え
て
く
れ

る
。こ
れ
ら
を
見
極
め
活
用
す
る
、自
己

変
化
と
対
応
力
が
必
要
で
、新
た
な
経

営
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
と

新
人
材
の
活
用
戦
略
が
必
要
と
な
る
。

　

変
身
と
改
革
に
よ
り
、卸
売
企
業
が

新
た
な
時
代
の
流
通
革
命
の
担
い
手
、

推
進
役
と
な
る
だ
け
で
な
く
、日
本
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
界
で
先
導
的
な
役
割

を
果
た
し
、新
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
業
、発
展

に
貢
献
し
う
る
時
代
が
展
開
し
始
め

て
い
る
。卸
売
企
業
の
大
化
け
の
時
代

が
や
っ
て
き
た
。

く
変
換
さ
せ
る
要
因
が
こ
こ
に
き
て

再
び
新
加
速
し
て
お
り
、卸
売
業
界
だ

け
で
な
く
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
全
般
が
大
転

換
を
求
め
ら
れ
る
所
謂「
パ
ラ
ダ
イ
ム

転
換
」に
直
面
し
て
い
る
。

ジ
な
し
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
出
現
が
予
告
さ

れ
て
い
る
。ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、デ
ー
タ
解
析

学
の
進
歩
発
展
、３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
、人
口

頭
脳
、そ
し
て
Ｉｏ
Ｔ
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
の

世
界
で
話
題
に
な
ら
な
い
日
は
な
い
。

売
企
業
の
存
在
価
値
を
理
論
化
し
て
い

る
。簡
単
に
言
え
ば
、卸
売
企
業
の
存
在

に
よ
り
顧
客
業
者
の
効
率
が
む
し
ろ

上
が
る
、ビ
ジ
ネ
ス
で
直
面
す
る
リ
ス

ク
を
低
減
す
る
こ
と
に
役
立
つ
こ
と
の

２
点
だ
と
い
え
る
。

　

上
記
に
挙
げ
た
卸
売
業
界
の
取
り
組

み
は
こ
の
２
点
に
色
々
な
形
で
寄
与
し
て

い
る
結
果
と
も
い
え
る
。佐
々
木
聡
教
授

は
著
書『
地
域
卸
売
企
業
ダ
イ
カ
の
展

開
』の
中
で
中
間
流
通
業
者
こ
そ
が

〝
問
屋
斜
陽
論
〞や〝
問
屋
無
用
論
〞に

反
し
て
、実
際
の〝
流
通
革
命
〞を
大
き

く
担
っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
、と
述
べ
て

い
る
。ま
さ
に
そ
の
通
り
で
は
な
い
か
。

卸商業の今後の展望卸商業部会特集
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静
岡
県
立
大
学
主
催（
当
所
新
産
業
開
発

振
興
機
構
他
共
催
）の
ス
ー
パ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。「
静
岡
発
ジ
ェン
ダ
ー
平
等

社
会
〜
女
性
の
活
躍
と
社
会
的
包
摂
の
地
域

づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、静
岡
県
立
大
学
教
授

や
富
士
宮
商
工
会
議
所
女
性
会
相
談
役
、男

女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
理
事
な
ど
が

講
演
と
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。本

セ
ミ
ナ
ー
は
全
７

回
シ
リ
ー
ズ
で
、６

月
17
日
の
最
終
回

が
静
岡
県
立
大

学
大
講
堂
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

当
所
人
材
確
保
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て

「
し
ず
お
か
就
活
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
説
明

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。し
ず
お
か
就
活
サ
ポ

ー
ト
シ
ス
テ
ム
と
は
、し
ず
お
か
産
学
就
職
連

絡
会
が
開
発
し
た
採
用
シ
ス
テ
ム
で
、学
生
目

線
に
立
っ
た
採
用
活
動
に
よ
り
、応
募
者
の
拡

大
お
よ
び
内
定
維
持
が
期
待
で
き
る
も
の
で

す
。４
月
は
計
２
回
の
開
催
で
、18
社
23
名
の

人
事
担
当
者
が

参
加
し
、シ
ス
テ

ム
導
入
の
メ
リ
ッ

ト
や
効
果
的
な

対
応
方
法
に
つ
い

て
熱
心
に
聴
講

し
ま
し
た
。

　

海
の
み
ら
い
静
岡
友
の
会
で
は
、設
立
１
周

年
を
迎
え
、｠

会
員
総
会
及
び
記
念
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。記
念
講
演
に
は
、Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｃ（
海
洋
研
究
開
発
機
構
）の
平
朝
彦
理

事
長
を
迎
え
、２
７
０
名
が
聴
講
す
る
中
、｠

『
科
学
技
術
が
支
え
る
海
洋
立
国
』と
題
し
、

海
洋
立
国
日
本

の
可
能
性
に
つ
い

て
、メ
タ
ン
ハ
イ
ド

レ
ー
ト
の
研
究
状

況
な
ど
、海
洋
研

究
の
最
先
端
を

を
紹
介
・
解
説
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

清
水
七
夕
ま
つ
り
で
展
示
す
る
七
夕
飾
り

制
作
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
催

事
を
彩
る
七
夕
飾
り
も
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
な
ど
様
々
な
理
由
で
年
々
減
少
し
て
い
ま

す
。歴
史
あ
る
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た

め
、多
く
の
市
民
に
参
加
い
た
だ
く
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

商
店
街
の
飾
り
制
作
の
ベ
テ
ラ
ン
講
師
に
よ

る
講
座
に
参
加
い
た
だ
き
、開
催
時
の
飾
り
出

展
に
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
昨

年
に
増
し
て
受
講
生
が
増
え
て
い
ま
す
。今
後

も
計
３
回
、講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

久
能
山
東
照
宮
の
落
合
宮
司（
宮
崎
市
出

身
）ら
と
と
も
に
、「
家
康
公
没
後
四
百
年
徳

川
歴
代
将
軍
名
宝
展
」を
開
催
し
て
い
る
宮

崎
県
立
美
術
館
を
訪
問
し
、静
岡
で
も
見
る

機
会
が
少
な
い
一
堂
に
会
し
た
名
宝
の
数
々
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。落
合
宮
司
か
ら
は
、４
月
７

日
に
天
皇
皇
后
両
陛
下
、ス
ペ
イ
ン
国
王
ご
夫

妻
が
洋
時
計
を
鑑
賞
さ
れ
た
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、宮
崎
商
工
会
議
所
役
議
員
の
皆
様

と
の
交
流
会
や
、鵜
戸
神
宮・宮
崎
神
宮
の
特

別
参
拝
等
も
行
い
ま
し
た
。

　　

月
末
金
曜
日
に
は
、暮
ら
し
の
充
実
を
図
り
、

就
業
時
間
後
は
豊
か
な
時
間
を
過
ご
す「
プ
レ

ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー
」は
３
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
回
は
、23
社
か
ら
１
３
１
人
の
新
社
会
人

が
参
加
し
、酒
井
会
頭
と
田
辺
静
岡
市
長
と

の〝
プ
レ
ミ
ア
ム
〞な
名
刺
交
換
会
を
行
い
ま
し

た
。酒
井
会
頭
か
ら
新
社
会
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
、静
岡
市
に
就
職
さ
れ
た
こ
と
へ
の

感
謝
の
ほ
か
、仕
事
の
中
に
好
き
な
事
を
見
つ

け
自
分
を
成
長
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

10
年
後
の
静
岡
を
創
る

ス
ー
パ
ー
セ
ミ
ナ
ー

し
ず
お
か
就
活
サ
ポ
ー
ト

シ
ス
テ
ム
説
明
会

・女性の活躍について討論するパネルディスカッション

・海洋立国の未来について語る平朝彦理事長 ・4～6月で計6回開催

・飾り制作のベテラン講師により指導を受
ける受講者

宮
崎「
徳
川
歴
代
将
軍

名
宝
展
」視
察

プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー
第
３
弾

「
よ
う
こ
そ
！
新
社
会
人
」を
開
催

4/28

海
の
み
ら
い
静
岡
友
の
会

設
立
１
周
年
記
念
講
演
会

4/19

七
夕
飾
り
制
作
講
習
会

4/8

写
真
で
見
る
静
岡
商
工
会
議
所
の
動
き

4/13
・26

4/19

・宮崎神宮

・徳川歴代将軍名宝展

・新社会人を歓迎する田辺静岡市長（左から3人目）

・新社会人全員との名刺交換をする酒井会頭

4/21
～23
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個人・法人会員を随時募集しています。皆さまのご入会をお待ちしております。
〈お問い合わせ〉 徳川みらい学会事務局　〈ＴＥＬ〉 ２８４-９６６０　〈Ｈ　Ｐ〉　徳川みらい学会　検索

　

明
治
維
新
後
、徳
川
家
と
幕
臣
た
ち
は

歴
史
の
表
舞
台
か
ら
追
い
や
ら
れ
て
、歴

史
の
教
科
書
レ
ベ
ル
で
は
、ほ
と
ん
ど
登
場

し
な
く
な
り
ま
す
。

　

だ
か
ら
と
いっ
て
、彼
ら
の
歴
史
的
な
役

割
が
消
え
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。負
け
た
側
に
な
っ
た
こ
と
が
く
や
し

く
て
、が
ま
ん
な
ら
な
く
て
、行
動
に
出
た

の
が
戊
辰
戦
争
で
し
た
。

　

や
が
て
時
間
が
経
つ
と
、も
う
少
し
客

観
的
に
歴
史
を
見
直
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。そ
の
代
表
的
な
人
物
が
田
口
卯
吉

で
す
。田
口
は
、日
本
の
歴
史
を
西
洋
の
文

明
史
観
に
基
づ
い
て
叙
述
し
た『
日
本
開

化
小
史
』（
明
治
15
年
刊
）の
末
尾
で
、「
幕

府
は
歴
史
の
流
れ
の
な
か
で
、倒
れ
る
べ
く

し
て
倒
れ
た
だ
け
で
あ
っ
て
、誰
か
に
責
任

を
な
す
り
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
」と
い
う

客
観
的
な
見
方
を
し
て
い
ま
す
。

　

田
口
は
、旧
幕
臣
の
子
で
、明
治
維
新
を

10
代
前
半
の
少
年
時
に
体
験
し
、静
岡
へ

移
住
し
、沼
津
兵
学
校
の
生
徒
に
な
り
ま

し
た
。

　

徳
川
慶
喜
が
明
治
35
年
、侯
爵
を
授
け

ら
れ
た
時
の
祝
賀
会
の
講
演
会
で
は「
明

治
政
府
の
建
設
的
事
業
に
お
い
て
、陸
軍
、

海
軍
、他
の
省
庁
、大
学
で
力
を
発
揮
し
て

国
づ
く
り
に
貢
献
し
た
の
は
わ
れ
わ
れ
旧

幕
臣
た
ち
で
あ
る
。そ
れ
だ
け
の
人
材
を

旧
幕
府
が
輩
出
で
き
た
の
は
、慶
喜
公
が

維
新
の
時
に
、戦
争
を
し
て
人
を
殺
さ
ず
、

朝
廷
に
平
和
に
大
政
を
奉
還
し
、静
岡
学

問
所
や
沼
津
兵
学
校
を
つ
く
っ
て
子
弟
を

教
育
す
る
こ
と
に
意
を
注
い
だ
か
ら
だ
」

と
自
信
を
も
って
語
って
い
ま
す
。

　

明
治
30
年
は
、慶
喜
が
名
誉
を
回
復
し
、

静
岡
か
ら
東
京
に
居
を
移
し
、旧
幕
臣
も

近
代
国
家
を
建
設
す
る
一
員
と
し
て
働
き
、

自
信
を
取
り
戻
し
た
時
期
で
す
。こ
の
年

の
旧
幕
臣
た
ち
の
親
睦
会「
同
方
会
」の
名

簿
を
見
る
と
、爵
位
を
与
え
ら
れ
た
者
、軍

徳
川
家
臣
団
大
会
２
０
１
７

人
、文
官
、政
治
家
、実
業
家
、学
者
、医
者
、

文
人・趣
味
人
、ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
名
を

残
し
た
人
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

彼
ら
は
、幕
末
に
西
洋
の
新
し
い
技
術

や
知
識
を
身
に
付
け
て
、そ
の
能
力
を
評

価
さ
れ
た
、新
し
い
タ
イ
プ
の
人
材
で
し
た

が
、一
度
は
新
政
府
軍
と
戦
っ
た
り
、静
岡

へ
移
住
す
る
道
を
選
ん
だ
人
た
ち
で
し
た
。

　

彼
ら
が
幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
、日
本
の

近
代
化
を
様
々
な
場
面
か
ら
下
支
え
す
る

こ
と
に
、旧
幕
臣
の
役
割
が
あ
り
ま
し
た
。

　

川
村
清
雄
は
、嘉
永
５
年（
１
８
５
２
）、

ペ
リ
ー
が
来
航
す
る
１
年
前
、将
軍
の
目
と

な
り
耳
と
な
る
御
庭
番
の
家
に
生
ま
れ
ま

し
た
。12
歳
の
時
、幕
府
の
開
成
所
画
学

局
で
高
橋
由
一
ら
か
ら
西
洋
画
法
を
学
び

ま
し
た
。

　

17
歳
の
時
、明
治
維
新
と
な
り
、人
生
が

変
わ
り
ま
し
た
。６
歳
の
徳
川
家
達
公
に

従
って
静
岡
へ
移
り
、親
し
く
仕
え
ま
し
た
。

　

明
治
４
年（
１
８
７
１
）、徳
川
家
留
学

生
と
し
て
同
僚
４
人
と
と
も
に
渡
米
。外

山
正
一
の
勧
め
で
絵
を
専
門
に
学
び
、そ
の

後
、パ
リ
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
へ
渡
り
、通
算
10

年
間
、西
洋
で
絵
を
学
び
ま
し
た
。ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
の
美
術
学
校
で
は
、２
年
目
の
学
年

末
試
験
で
１
等
を
受
賞
す
る
天
才
ぶ
り
を

発
揮
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
西
洋
画
壇
は
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
全

盛
で
、外
国
人
の
画
家
た
ち
か
ら
、日
本
の

意
匠
を
建
て
る
よ
う
に
言
わ
れ
、そ
れ
が

清
雄
の
画
家
と
し
て
の
人
生
を
方
向
づ
け

ま
し
た
。

　

こ
の
頃
、英
国
に
留
学
し
た
15
歳
の
家

達
公
と
の
再
会
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

清
雄
が
明
治
14
年
に
帰
国
す
る
と
、勝

海
舟
は
邸
内
に
清
雄
の
画
室
を
建
て
ま
し

た
。徳
川
家
か
ら
歴
代
将
軍
像
の
注
文
を

受
け
、５
枚
が
完
成
。明
治
32
年
に
海
舟

が
亡
く
な
る
と「
か
た
み
の
直
垂
」を
描

き
、終
生
傍
ら
に
置
き
ま
し
た
。

　
「
江
戸
城
明
渡
の
帰
途
」は
、江
戸
城
の

石
垣
を
背
景
に
し
た
勝
海
舟
、後
ろ
に
は

刀
を
持
っ
て
怒
り
の
形
相
の
幕
府
の
陸
軍

士
官
と
そ
れ
を
制
止
す
る
人
物
、海
舟
の

足
元
に
は
葵
の
御
紋
が
入
っ
た
瓦
、松
の
実
、

松
葉
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。松
は
繁
栄
の

象
徴
で
、徳
川
の
世
の
終
焉
を
あ
ら
わ
し
て

い
ま
す
。こ
の
絵
は
、江
戸
城
無
血
開
城
と

い
う
難
事
業
を
成
し
遂
げ
た
勝
海
舟
の
覚

悟
あ
る
精
神
と
緊
張
感
に
満
ち
た
歴
史
の

一
瞬
を
象
徴
的
に
描
い
た「
歴
史
画
」で
す
。

「
旧
幕
臣
と
明
治
日
本
」

「
川
村
清
雄
海
舟
が
愛
し
、

家
達
が
慕
っ
た
洋
画
家
」

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

教
授

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館

学
芸
員

樋
口 

雄
彦 

氏

落
合 

則
子 

氏

　

徳
川
み
ら
い
学
会
第
１
回
講
演
会「
徳
川
家
臣
団
大
会
２
０
１
７
」を
４
月
16
日
、

「
日
本
の
近
代
化
の
礎
と
な
っ
た
静
岡
の
幕
臣
た
ち
大
政
奉
還
１
５
０
周
年
に
寄
せ
て
」

を
テ
ー
マ
に
、し
ず
ぎ
ん
ホ
ー
ル「
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
」で
開
催
。德
川
宗
家
18
代
当
主
の
德
川

恒
孝
氏
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、出
席
し
た
幕
臣
の
子
孫
の
皆
様
を
紹
介
。そ
の
後
、樋
口

雄
彦
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授
が「
旧
幕
臣
と
明
治
日
本
」、落
合
則
子
東
京
都
江

戸
東
京
博
物
館
学
芸
員
が「
川
村
清
雄
」に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。両
氏
の
講
演
要
旨

は
次
の
通
り
。（
文
責
：
企
画
広
報
室
）

　

ひ　

ぐ
ち　
た
け
　

ひ
こ
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仕
事
を
す
る
上
で
、デ
ザ
イ
ナ
ー
の
立
ち
位

置
が
上
と
か
、上
か
ら
目
線
と
か
、デ
ザ
イ
ナ
ー

さ
ん
の
思
い
通
り
で
私
た
ち
の
意
見
を
聞
い
て

く
れ
な
い
等
々
、お
客
様
か
ら
聞
か
れ
ま
す
。

　

仕
事
を
依
頼
す
る
時
、デ
ザ
イ
ン
作
業
に
入

る
前
に
、ど
ち
ら
の
立
場
が
上
と
か
下
と
か
で

は
な
く
、パ
ー
ト
ナ
ー・仲
間
と
い
う
意
識
が
大

切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
意
見
、ア
イ
デ
ア
が
１
０
０
％

正
解
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。さ
ら
に
デ
ザ
イ
ン
に

正
解
、不
正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
デ
ザ
イ
ン・戦
略
が
正
解
に
な
る
よ
う
、

お
互
い
が
素
直
に
話
し
合
い
、歩
み
寄
り
、咀
嚼

し
て
、最
終
成
果
物
に
向
か
う
モ
ノ
で
す
。

　

お
互
い
に
悪
い
モ
ノ
を
作
ろ
う
と
は
考
え
て

い
な
い
は
ず
で
す
。デ
ザ
イ
ン・戦
略
の
成
功
、売

上
向
上
が
最
終
目
標
で
す
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
仕
事
を
す
る
時
、私
た
ち
の
意
見
を
聞
い
て
く
れ

ず
、上
か
ら
目
線
で
、デ
ザ
イ
ナ
ー
の
思
い
通
り
に
進
ん
で
し
ま
い

ま
す
。デ
ザ
イ
ナ
ー
と
の
関
係
は
ど
う
あ
る
べ
き
で
す
か
？

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
意
見
が
１
０
０
％

正
し
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

デ
ザ
イ
ン
が
、高
い
、安
い
と
い
う
の
は
非
常

に
判
断
す
る
の
が
難
し
く
思
い
ま
す
。

　

価
値
観
は
個
人
差
で
、既
製
品
が
良
い
場
合

既
製
品
は
安
い
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
高
い

　

私
ど
も
の
よ
う
な
小
さ
な
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョン
が
、

な
ぜ
海
外
へ
自
社
製
品
を
卸
し
て
い
る
の
か
？

　

大
手
代
理
店
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
ル・ク
ラ
イ
ア
ン

ト
、農
業
か
ら
女
性
下
着
、ポ
ス
タ
ー
か
ら
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
ま
で
。

　

決
し
て
成
功
例
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。も

ち
ろ
ん
数
多
く
の
失
敗
事
例
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
が
私
た
ち
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
財
産・情

報
な
の
で
す
。

　

静
岡
に
も
数
多
く
の
フ
リ
ー
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョン

が
存
在
し
、大
活
躍
し
て
い
ま
す
。他
業
種
他

社
と
数
多
く
接
点
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョン
が
豊
富
な
デ
ー
タ
を
所
有
し
て
い
ま

す
。そ
こ
に
も
ヒ
ン
ト
は
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
第 

一 

歩
、き
っ
か
け
作
り
で
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョン
と
お
付
き
合
い
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

フ
リ
ー
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

だ
か
ら
こ
そ
、持
て
る
情
報

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
る
だ
け
で
商
品
が
売
れ
る
わ
け
で
な
い
。

必
要
な
モ
ノ・コ
ト
を
お
互
い
に
見
つ
け
、作
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

POINT

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
る
だ
け
で
商
品
が
売
れ
る
わ
け
で
な
いい
。

OINT デ
ザ
イ
ン
に
正
解
、不
正
解
は
あ
り
ま
せ
ん

　

ま
た
、「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
た
の

に
商
品
が
売
れ
な
い
」と
い
う
言
葉
も
耳
に
し

ま
す
。

　

こ
れ
に
は
幾
つ
か
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。た

と
え
ば
、売
れ
る
、売
れ
な
い
、の
判
断
で
す
。

ギ
ャ
ラ
を
払
う
立
場
か
ら
す
れ
ば
早
急
な
結

果
を
望
み
ま
す
が
、１
年
後
に
売
れ
始
め
た

り
、季
節
が
変
わ
って
売
れ
た
り
、価
格
を
変
え

て
売
れ
た
り
、販
売
場
所
で
あ
っ
た
り
、要
因
は

様
々
で
す
。

　

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
研
究
し
、

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し
、総
合
的
に
評
価
す
る
こ
と

も
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。オ
リ
ジ
ナ
ル
は
制
作

費
用
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

特
に
今
の
経
済
状
況
を
考
え
れ
ば
、制
作
コ

ス
ト
を
下
げ
た
く
な
る
コ
ト
は
理
解
で
き
ま

す
。

　

た
と
え
ば
、個
店
の
包
装
紙
を
、同
じ
形・同

じ
デ
ザ
イ
ン
の
既
製
品
を
使
う
と
す
る
と
、他

店
と
は
差
別
化
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

自
社
製
品
で
あ
る
こ
と
さ
え
認
知
さ
れ
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
既
製
品
の
マ
イ

ナ
ス
部
分
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
は
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
、皆

様
も
既
に
経
験
さ
れ
、お
分
か
り
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

逆
に
包
装
紙
の
中
に
あ
る
小
さ
な
梱
包
材

な
ど
は
既
製
品
が
使
わ
れ
、他
社
の
製
品
と
同

じ
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

使
い
方
、ア
イ
デ
ア
で
大
変
な
メ
リ
ッ
ト
に
な

り
ま
す
。こ
の
部
分
を
探
り
当
て
る
の
も
デ
ザ

イ
ン
で
す
。

　

資
金
に
余
裕
が
あ
り
、す
べ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
製

品
を
使
う
こ
と
は
ベ
ス
ト
で
す
。購
買
者
を
満

足
さ
せ
る
、喜
ば
せ
る
モ
ノ
に
は
な
る
で
し
ょ
う
。

　

商
品
の
長
生
き
、企
業
の
長
生
き
に
、き
っ
と

繋
が
って
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。



わ
た
し
の
商
工
会
議
所

活
用
法

活活
用用
法法

活
用
法

活活
用用
法法

活
用
法

活活
用用
法法

活
用
法

活活
用用
法法

活
用
法

活活
用用
法法

活
用
法
静
岡
商
工
会
議
所
は「
会
員
・
地
域
か
ら
頼
り
に
さ
れ

る
会
議
所
」を
め
ざ
し
て
、会
員
企
業
を
応
援
し
て
い

ま
す
。会
議
所
を
上
手
に
利
用
さ
れ
て
い
る
会
員
の
皆

様
か
ら
、会
議
所
活
用
法
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。

交
流
会
で
学
ん
だ「
差
別
化
」と

「
リ
ス
ク
管
理
」を
経
営
に
活
か
す

　

製
茶
業
と
み
か
ん
問
屋
を
営
ん
で
私
で
四

代
目
に
な
り
ま
し
た
が
、１
９
８
０
年
を
ピ
ー

ク
に
お
茶
と
み
か
ん
の
需
要
が
減
り
、弊
社
の

仕
事
を
手
伝
って
く
れ
て
い
た
農
家
の
男
性
が

会
社
勤
め
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、人
の

確
保
が
大
変
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、取
引
先
の
缶
詰
会
社
の
依
頼
で
副

業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
、物
流・流
通
の

加
工
、包
装
、梱
包
業
を
本
業
と
す
る
新
会

社
を
１
９
９
１
年
に
設
立
し
ま
し
た
。具
体

的
に
は
缶
詰
４
缶
を
１
パッ
ク
に
す
る
手
作
業

で
す
。当
時
、小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
や
って

い
た
こ
と
も
会
社
の
信
用
に
つ
な
が
り
、近
隣

の
女
性
20
名
を
パ
ー
ト
と
し
て
雇
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

弊
社
の
仕
事
は
、倉
庫
業
や
運
送
業
の
一

部
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
た
作
業
に
本
格
的

に
取
り
組
ん
だ
も
の
で
、こ
の
よ
う
な
仕
事
へ

の
需
要
は
、ま
だ
ま
だ
あ
る
と
思
い
ま
す
。た

と
え
ば
、缶
詰
を
フ
ィ
ル
ム
で
シ
ュ
リ
ン
ク（
収

縮
）し
て
包
装
す
る
作
業
は
、食
品
だ
け
で
な

く
、工
業
製
品
等
の
包
装
に
応
用
で
き
ま
す
。

ペッ
ト
ボ
ト
ル
に
景
品（
お
ま
け
）を
首
掛
け
す

る
作
業
は
、弊
社
が
得
意
と
す
る
作
業
の
ひ

と
つ
で
す
。最
初
は
手
作
業
で
し
た
が
、現
在

は
機
械
も
増
や
し
て
い
ま
す
。

　

工
場
は
、作
業
が
し
や
す
い
よ
う
に
照
明
を

１
２
０
０
ル
ク
ス
に
し
、作
業
は
撮
影
し
て
１

年
間
保
存
し
、作
業
ラ
イ
ン
の
見
直
し
や
次
の

作
業
の
構
築
に
活
用
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
検

品
の
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、作
業
の
効
率

化
に
成
功
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
作
業

の
質
を
上
げ
る
こ
と
で
、弊
社
の
評
価
を

高
め
、次
の
仕
事
に
つ
な
げ
て
お
り
、弊

社
の
社
員
に
は「
富
士
山
の
頂
上
を
め
ざ

し
て
登
って
い
こ
う
」と
言
って
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
経
営
を
私
に
教
え
て
く
れ

た
の
が
、静
岡
商
工
会
議
所
の
異
業
種

企
業
交
流
会
を
立
ち
上
げ
た
鈴
木
保
さ

ん
で
す
。交
流
会
に
は
、新
会
社
を
設
立

す
る
数
年
前
か
ら
参
加
し
、鈴
木
さ
ん
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

特
に「
最
悪
の
事
態
に
備
え
ろ
」「
戦
術
の

失
敗
は
戦
略
で
お
ぎ
な
え
る
が
、戦
略
の
失

敗
は
戦
術
で
お
ぎ
な
え
な
い
」と
い
う
言
葉
は

常
に
反
芻
し
て
い
ま
す
。「
リ
ス
ク
管
理
」と

「
差
別
化
＝
付
加
価
値
を
つ
け
る
こ
と
」を
何

度
も
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
交
流
会
の
代
表
幹
事
を
引
き

受
け
ま
し
た
。仲
間
が
増
え
れ
ば
、智
恵
が
増

え
ま
す
。ぜ
ひ
、交
流
会
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。鈴
木
さ
ん
は「
ア
ン
ダ
ー
テ
ー
ブ
ル
」と
い
う

言
葉
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、交
流
会
で
知
り

合
っ
た
メ
ン
バ
ー
と

研
究
開
発
や
商
取

引
で
具
体
的
に
交

流
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。㈱カネキュウの工場外観

㈱カネキュウの工場での作業

私たちがお手伝いします！

清水支所　経営支援課

TEL054-353-3401

水越万明 池田泰之

　

異
業
種
企
業
交
流
会
は
、厳
し
い
環
境
変

化
に
対
応
し
う
る
企
業
と
な
る
よ
う
、経
営

者
の
皆
様
と
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
と

企
業
体
質
の
強
化
を
主
体
に
、交
流
活
動
を

促
進
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、時
流
に
応
じ
た
講
師
を
お

招
き
し
て
の
講
演
会
や
研
修
会（
年
６
回
程

度
）、先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
企

業
や
団
体
の
視
察
会
等
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

活
動
の
歴
史
は
古
く
、昭
和
58
年
10
月
に

前
身
の
異
業
種
交
流
グ
ル
ー
プ
が
発
足
し
、そ

の
後
の
会
議
所
合
併
等
を
経
て
、今
年
で
35

年
目
と
な
り
ま
す
。

　

年
会
費
は
会
員
３
万
円
で
、１
事
業
所
３

名
ま
で
登
録
可
能
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
当
会
に
参
加
し
て
、異
業
種
交

流
を
通
し
た
様
々
な
自
己
研
鑽
を
し
ま
せ
ん

か
。

異
業
種
交
流
で

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大

株式会社  カネキュウ  
代表取締役
異業種企業交流会  代表幹事

望月省吾 さん
http://www.kanekyu.co.jp/

「
異
業
種
企
業
交
流
会
」

異異
業業
種種
企企
業業
交交
流流
会会

「
異
業
種
企
業
交
流
会
」

異異
業業
種種
企企
業業
交交
流流
会会

「
異
業
種
企
業
交
流
会
」

異異
業業
種種
企企
業業
交交
流流
会会

「
異
業
種
企
業
交
流
会
」

異異
業業
種種
企企
業業
交交
流流
会会

「
異
業
種
企
業
交
流
会
」



◆弥生無料体験セミナーや経営計画作成教室も行っています。詳しい日程等は当事務所HPを御確認下さい◆

WEB：http://www.tax.io/　又は 原耕司税理士事務所 検　索
↑↑

今お使いの弥生会計を、より便利に、使いやすく！

”弥生会計自動取込活用セミナー”開催
当事務所は『経営革新等支援機関』です！

原耕司税理士事務所原耕司税理士事務所原耕司税理士事務所

Ｑ：自動取込で時間短縮が出来たら出来ることは？

Ａ：売上を上げるための新しい業務を考えられます。
Ａ：新規客獲得のためのDMや広告
を作成できます。

Ａ：社員教育などを充実させる時間
が作れます。

Ａ：残業時間が減って、社員にゆとり
が生まれます。

〒421-1213  静岡市葵区山崎2丁目35-33  TEL：054-277-2525  MAIL：info.haratax@gmail.com

弥生会計の便利機能をもっと上手に使って、効率よく経理業務を行ってみませんか？
時間短縮で余裕ができたら、きっと新しいことが始められます。
今ある機能を使って、”時短経理”始めませんか？
【日時】平成29年6月26日（月）
【時間】13：30～15：00（90分）
【料金】3,240円　　【定員】4人
【会場】原耕司税理士事務所１F セミナールーム
【対象】弥生会計ご利用中（弥生サポート加入必

須）で、インターネットバンキングご利用
中の方（ご検討中の方も可）
※当セミナーは、講師の操作を御確認頂
く形式となります。

【お申込方法】当事務所までお電話にてお問い
合わせ下さい。

ホームページリニューアル!! http://www.crcjob.net
シー . アール . シー　　検索

( 本社 ) 〒417-0055　富士市永田町 1丁目 153　　　TEL :0545-57-4655　FAX:0545-57-4651
( 静岡事務所 ) 〒420-0822　静岡市葵区宮前町 31　 TEL :054-294-8492　FAX:054-294-8493

無料特許・商標相談会

※事前にご予約下さい。

6月21日㈬ 14：00～
TEL054-353-3401
6月27日㈫ 13：30～
TEL054-253-5113

商工会議所 清水事務所
　
商工会議所 静岡事務所

〒422-8064 静岡市駿河区新川1-11-28
ＴＥＬ 054-654-5480／ＦＡＸ 054-654-5482



オーレ！

静
岡
商
工
会
議
所
は
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

弊
社
は「
高
品
質
の
オ
ー
ダ
ー
ス

ー
ツ
を
既
製
品
と
変
わ
ら
な
い
値
段

で
！
」を
ポ
リ
シ
ー
に
、静
岡
県
を
中

心
に
全
８
店
舗
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
ダ
ー
ス
ー
ツ
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
く
た
め
、創
業
当
時
か
ら
２

着
３
９
，８
０
０
円
の
ア
ー
ク
価
格
を

徹
底
し
て
貫
い
て
お
り
ま
す
。

　

清
水
エ
ス
パ
ル
ス
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ス

ー
ツ
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て
、毎
年
選

手
の
方
々
に
オ
ー
ダ
ー
ス
ー
ツ
を
提

供
し
、お
客
様
へ
特
別
価
格
２
９
，０

０
０
円
で
販
売
も
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
Ｊ
１
で
の
厳
し
い
戦
い

に
も
勝
ち
抜
い
て
く
れ
る
と
信
じ
、

従
業
員
一
同
、心
よ
り
応
援
し
て
お

り
ま
す
！
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ス
ー
ツ
を
着

て
一
緒
に
エ
ス
パ
ル
ス
を
応
援
し
ま
し

ょ
う
！

〈連絡先〉オーダースーツ アーク中田店
静岡市駿河区中田本町６‐1　TEL054-659-5558　
http://www.e-sebiro.com/
静岡市店舗：中田店、鷹匠店、草薙店

オ
ー
ダ
ー
ス
ー
ツ 

ア
ー
ク

Ｊ
１
で
の
活
躍
に
期
待
！

エスパルスオフィシャルスーツ ¥29,000（税別）

エスパルスを応援する社員の皆様

勝
つ
た
め
に
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
き
ま
す

ミ
ッ
チ
ェ
ル
デ
ュ
ー
ク 

選
手

　

２
０
１
１
年
か
ら

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
Ａ

リ
ー
グ
の
セ
ン
ト
ラ
ル

コ
ー
ス
ト
・マ
リ
ナ
ー

ズ
で
プ
レ
ー
し
、３
年

間
で
63
試
合
に
出

場
し
、12
得
点
。２
０

１
３
年
に
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
代
表
に
も
選
ば
れ
て
４
試
合
で
プ
レ
ー
し
、２
得
点

を
決
め
ま
し
た
。私
の
ス
ト
ロ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
は
、パ
ワ
ー
と
ス

ピ
ー
ド
、そ
し
て
相
手
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
る
こ
と
で
す
。

　
エ
ス
パ
ル
ス
に
つ
い
て
は
、Ｊ
リ
ー
グ
に
在
籍
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
選
手
か
ら
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。２
０
１
５
年
に
エ
ス

パ
ル
ス
に
加
入
し
、実
際
に
プ
レ
ー
し
て
み
る
と
、Ｊ
リ
ー
グ
は
、

試
合
の
ペ
ー
ス
が
速
く
、ボ
ー
ル
を
保
持
し
た
時
の
相
手
チ
ー
ム

の
選
手
の
寄
せ
が
速
く
、技
術
が
優
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
主
に
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
と
し
て
プ
レ
ー

し
て
い
ま
し
た
。エ
ス
パ
ル
ス
で
は
当
初
、ウ
イ
ン
グ
バ
ッ
ク
で

起
用
さ
れ
た
の
で
、Ｆ
Ｗ
の
役
割
だ
け
で
な
く
、守
備
の
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
に
も
慣
れ
、プ
レ
ー
の
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
年
は
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
と
し
て
７
試
合
に
出
場
し
ま

し
た
が
、４
月
21
日
の
練
習
で
左
膝
前
十
字
靭
帯
損
傷
の
大
ケ

ガ
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
帰
国
し
て
手
術

と
治
療
を
行
い
、何
も
で
き
な
い
の
で
家
族
と
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。７
月
か
ら
は
清
水
に
戻
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
た
結
果
、ケ

ガ
は
完
治
し
て
、現
在
は
良
い
感
じ
で
プ
レ
ー
で
き
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
ケ
ガ
で
自
分
は
試
合
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、Ｊ
１
昇
格
を
め
ざ
す
エ
ス
パ
ル
ス
を
後
押
し

す
る
た
め
、10
月
か
ら
、「
Ｄ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ
」を
設
け
て
、フ

ァ
ン
の
皆
様
を
招
待
し
ま
し
た
。少
し
で
も
チ
ー
ム
や
サ
ポ
ー

タ
ー
の
皆
様
に
恩
返
し
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
５
月
10
日
の
ル
ヴ
ァ
ン
カ
ッ
プ
磐
田
戦
は
ス
タ
メ
ン

で
出
場
し
、良
い
プ
レ
ー
が
で
き
ま
し
た
。た
だ
し
、前
半
の

数
回
の
チ
ャ
ン
ス
は
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、

集
中
し
て
セ
カ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
ク
リ
ア
し
て
い
れ
ば
、失
点
を

防
げ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
季
は
サ
イ
ド
ハ
ー
フ
で
起
用
さ
れ
て
い
て
、Ｊ
リ
ー
グ
で

の
１
試
合
あ
た
り
の
出
場
時
間
は
約
10
分
と
短
い
の
で
す
が
、

守
備
で
も
攻
撃
で
も
、も
っ
と
チ
ー
ム
を
助
け
ら
れ
た
ら
と

万
全
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。特
に
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
勝
て
る

よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
が
い
な
け
れ
ば
、私
た
ち
の
仕
事
は

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。ス
タ
ジ
ア
ム
に
来
て
く
れ
た
皆
様
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
に
は
、勝
つ
こ
と
で
す
。結
果
を
出
す
た
め

に
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
き
ま
す　
　
（
５
月
11
日
取
材
）

★
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
９
１
年
１
月
18
日
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア・ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス

ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
市
生
ま
れ
。４
歳
か
ら
サ
ッ
カ
ー

を
始
め
、パ
ラ
マ
タ・イ
ー
グ
ル
ス
と
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ス
ト・マ

リ
ナ
ー
ズ
Ｆ
Ｃ
の
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
を
経
て
、２
０
１
１
年
、セ
ン

ト
ラ
ル
コ
ー
ス
ト・マ
リ
ナ
ー
ズ
Ｆ
Ｃ
に
加
入
。２
０
１
３
年
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
代
表
に
選
出
。２
０
１
５
年
２
月
、エ
ス
パ

ル
ス
に
完
全
移
籍
。
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あなたのその文章をワンコインで添削！
プレスリリース、新商品の広告文、スピーチ原稿ｅｔｃ、あらゆる

文章作成でお困り
の方に朗報です。
毎月15日に限り、
現役プロライター
があなたの文章を
500円で添削＆ア
ドバイス。
一日限定5名様。
予約はメールにて。500円（税込）～

〒420-0852 静岡市葵区紺屋町8-12 金清軒ビル302
TEL 090-5118-7884　FAX 052-308-3161

ライティングオフィスＩＣＨＩＣＯ

週末のごちそう
「原藤グラタン」
厳選した静岡県産の牛乳と
バター、北海道産の小麦粉と
生クリームを使用した濃厚で
滑らかなホワイトソースが特徴
で、地元の素材の良さを活か
した本格派グラタンです。毎週
金曜日販売（要予約）。
全国発送可。

378～594円（税込）

〒421-3105 静岡市清水区由比町屋原88
TEL 054-376-0052　FAX 054-375-5231
http://haratou.com

原藤商店

お悩みをお話しください
契約、債権回収、労務管理、事業承継など、日々の事業の法

的トラブルは少な
くありません。
私たちは、分かり
やすい説明を心
がけ、お悩みや不
安を抱えた方に
寄り添いながら、
法的な利益の追
求を目指します。

弁護士　杉下 龍輔　　　   弁護士　岡村 真央
静岡県弁護士会所属
ご相談30分 5,400円（税込）

〒420-0858 静岡市葵区伝馬町16-1 ＴＭＣビル2階
TEL 054-266-6308　FAX 054-266-6309
http://www.orchid-law.com

オーキッド法律事務所

円（税込）

住環境の影響を最も受けるのは子供達です‼
アレルギー反応が出ないのではなく、「シックハウス」と「アレルギ

ー」は別物です。家
族にとってどの材
料を使うのかをじっ
くりと考えて、住ま
いづくりの夢のお
手伝いをします。
ぜひ資料請求して
くださいね。

500円（税込）～

わが社自慢の商品・サービス静岡商工会議所会員
商品・サービス 紹介コーナー

〒420-0823 静岡市葵区春日3-6-8 1Ｆ
TEL 054-260-7493　FAX 054-260-7494
http://www.pitajob.net

ぴたっとjob（㈱ＤＵＰ）

採用の新しいカタチ！！
当社の特徴は、静岡市内で働きたい3、40代の女性をマッチング
してご紹介させていただいております。なかなか採用できない
場合や1名だけ補充したいなどの企業様はぜひお試しください。

〒422-8036 静岡市駿河区敷地2-9-5
TEL 054-238-0551　FAX 054-238-0552
http://densyo-shizuoka.com/

㈲伝匠
〒424-0886 静岡市清水区草薙122
TEL 054-345-8268　FAX 054-347-4528
http://www.uotakesushi.com

穴子の魚竹寿し

女性寿司職人の昔ながらの江戸前の仕事
穴子は夏が旬！じっくり炊いた穴子は握る直前に炙ります。
煮詰め、又は塩をパラリ、すだちをキュッと絞った穴子寿司は

五感に響く
美味しさ。お
寿司の華や
かさ美味し
さ、おもてな
しの心でお
客様に感動
を与えます。



Excelメニューから簡単操作

社長様、人事部長様にお薦め賃金設計ソフト

21,600円（税込）

職能給、職務（役割）
給、年齢給に対応。御
社独自の条件設定が
可能で、毎年の賃金改
定にも対応しています。
賃金設計の基本、操
作方法を丁寧に解説、
2か月間の無料コンサ
ル付きです。HPで体験
版をお試しください。

〒424-0038 静岡市清水区西久保213-1
TEL 054-368-7712　FAX 054-368-7786
http://www.cbkeiei-con.jp

C&B経営コンサルティング（中小企業診断士・社労士）

わが社自慢の商品・サービス静岡商工会議所会員
商品・サービス 紹介コーナー

橋梁総合メンテナンス企業 株式会社コウノ
株式会社コウノは、橋梁の補修・補強工事を主におこない、環
境に配慮した仕事に徹して大切な社会資本を長持ちさせるの
が仕事の企業です。

〒424-0038 静岡市清水区西久保420-5
TEL 054-366-5402　FAX 054-365-8491
http://www.kouno-shimizu.co.jp

㈱コウノ

〒420-0034 静岡市葵区常磐町3-2-8 2F
TEL 054-204-5200
http://tanteijelly.com

維新エンターテインメント㈱

遊びながら防災のことを学べる！防災謎解きゲーム
ロールプレイを用いた机上防災教育ツールです。ゲームの主人公
になり、謎を解きながら体感するように学べるところが特徴。地震

の対策、発生、避難の３部構成で小学
生から大人ま
で楽しみなが
ら防災につい
て学ぶことが
できます。
販売代理店
募集中。

地域に密着したPRのプロ集団です♬

〒420-0857 静岡市葵区御幸町11-8
TEL＆FAX 054-265-9077
http://www.bonds-kizuna.com/

㈱Bonds

驚異のリピーター率を誇る店舗アプリ『appring』の運営、ホー
ムページ制作・管理・運用、SNS管理・運用、販促物制作
（POP・チラシ・メニュー表・会社概要・名刺…）、各種撮影、

CM・動画作
成、お店や会
社に必要なも
のは全てお任
せください。

昔ながらの手作りの味『本かつお削りぶし』
昔からの作り方にこだわり防腐剤・添加物不使用の手火山製

法の『本かつお削
りぶし』です。削り
たてのいい香りを
そのまま窒素充
填してあります。
お味噌汁･出汁･
冷奴のトッピング
にどうぞ！おすす
めは“ねこまんま！”689円（税込）

〒420-0841 静岡市葵区上足洗2-4-11
TEL 054-245-6839　FAX 054-245-0569
http://www.honkatsuo.co.jp

㈲塩谷欽一商店

美容室の社会貢献「ワンテンス プロジェクト」
ワンテンスプロジェクトは、静岡県を中心に５０サロン以上の美
容室が社会貢献、地域活性を目的に活動をしています。現在、

チャリティイベントや施設
への訪問美容を行い、集
まった募金を東北・熊本
の子供たちに役立てて
頂けるよう支援を続けて
います。ワンテンスとは、
１０を与えられたら、１つ
お返しすること。

第11回チャイルドチャリティカットで
募金する子どもたち

〒420-0032 静岡市葵区両替町１丁目7-1 FUKUZUMI-Bld.1F
TEL 0120-30-6620　月曜定休　第2・3週は月・火連休
http://one-tenth.com/

ワンテンスプロジェクト参加サロン：シスターゴールデンヘア



わが社自慢の商品・サービス
紹介コーナー 特別企画 「伝統技術の後継者たち～するがクリエイティブ～」

〒420-0852 静岡市葵区紺屋町3-2服部ビルB1F
TEL 090-3587-1596
http://www.yutori.info

染織 ユトリ

染織 稲垣 有里
糸を染めて織る。染織を中心に着物や帯、ストールなどを製作

しています。伝統的
な技法や素材を学
びつつ、今に生きる
ものづくりを目指し
ています。子供から
大人まで染織を楽
しめる空間「Art＆
Craft　YUTORI」を
開業しました。

〒426-0071 藤枝市志太3-15-9
TEL 054-641-8417　FAX 054-641-8417
http://f-momiji.com

ふで工房 椛

蒔絵 青島 雅子
蒔絵の技法を使い、家紋や文字を仏壇や御位牌、武術の防
具や道具入れ、刀鞘や雛道具などに描いています。今ではそ
の技法を活かし和装小物やアクセサリーなども作っています。

「持っていて
楽しいオンリ
ーワンな漆」を
目指して製作
しています。

〒422-8006 静岡市駿河区曲金6丁目8-32-202
TEL 090-9339-8767　FAX 054-284-2281

漆器製造販売 藤中

伝統的な漆塗りからデザイン、アートの世界まで幅広くこれから
先を見据えて製作し
ています。伝統の技
法に今の時代の感
性、感覚を取り入れ
つつ、多くの方々に
使っていただけるモノ
を目指し、とらわれる
ことのない活動をして
いきたいと思います。

〒421-0106 静岡市駿河区北丸子2-8-17
TEL 090-5878-9921　FAX 054-258-3011
http://www.iwakagu.com

木の工房 iwakagu

木工 岩崎 翔
オーダーメイドの家具工
房をしています。木のぬく
もりを生活の中に置く、そ
の心地よさを知ってもら
いたい。道具としての家
具からインテリアデザイン
としての木づかい。家具、
また食器や指ものまで、く
らしかたを相談しながら、
想いをかたち創ります。

〒426-0051 藤枝市大洲5-5-7
TEL 090-7039-9789　FAX 054-635-5252
http://naokimaeda.strikinghy.com

Naoki MAEDA CERAMIC STUDIO

陶芸 前田直紀
静岡ならではのお茶に関わる道具や食器や花器を中心に制作

しています。陶芸
作家としてだけで
なく、セラミックコミ
ュニケーターとし
て、ワークショップ
企画や公開制
作、陶芸の可能
性を広げる活動を
しています。

〒424-0401 静岡市清水区中河内639
TEL＆FAX 054-396-3883
http://hikimonojo639.com

挽物所639

挽物 百瀬聡文
挽物と聞くと、どんな仕事なのか分からない方もいるかもしれま

せん。木工ろくろ、
旋盤を使い丸い
ものなら何でも製
作しています。静
岡挽物を広める
為自分ができる事
を挑戦し続けたい
と思っています。

静岡特産工業協会

漆芸 藤中 知幸



今年の静岡茶おすすめ商品

芯蒸し茶「安倍の清流」 
芽伸びの最盛期に摘みとる元気な新
芽を揉み上げた、日常使いの銘茶。
芳醇な香り、程よい渋みに引き立てら
れる甘みやコクなど、全ての風味が
お茶の深い美味しさを生み出し調和
した芯蒸し茶です。二煎目、三煎目も
美味しく、経済的なことも人気の理由
です。

1,080円（税込）

〒421-1392 静岡市葵区大原1057
TEL 054-270-1001
http://www.satoen.co.jp/

㈱佐藤園

最高級の深蒸し限定新茶
専属契約農家による、最高品質のやぶきた新茶をお届けし
ます。新芽のみずみずしい香りとコク、甘みと苦味のバランス

が秀逸です。5月2日の
八十八夜に摘んだ新
芽をその日に加工する
「八十八夜摘み新茶」
はこの時期だけの限定
商品！自信を持ってお
勧めします！

〒420-0061 静岡市葵区新富町2-24-7
TEL 054-253-7787　FAX 054-253-6246
http://maruka-k.com/

㈲まるか勝山商店

匠の味 静岡粉末緑茶
厳選した静岡県産高級茶葉を、まるごと使用した粉末茶です。

ボトルは片手で開けることができるワンタッチタ
イプ。お好みの濃さに調節してお茶を飲むこと

もできます。飲食
店、事務所、ホ
テル、ご家庭用
はもちろんレジャ
ーにもおすすめ
です。
1,000円（税込）

〒420-0874 静岡市葵区辰起町10-13
TEL 054-271-1188　FAX 054-271-1263
http://www.mituwaebina.com/

㈱ミツワ海老名

お茶摘みのできる静岡茶専門店
日本平お茶会館は、富士山の眺望のよい日本平でお茶摘み体

験ができる静岡茶専
門店です。お茶摘み
は4月下旬から１０月
まで受け付けており
ます。また、学校様を
対象にお茶摘み・お
茶もみの体験学習を
行っております。

お茶摘み体験 500円（税込）

〒424-0926 静岡市清水区村松4046-1
TEL 054-334-1391　FAX 054-334-1180
http://www.ocha-kaikan.jp

（一財）日本平お茶会館

極上新茶オリジナル缶入り木箱
株主優待にも利用されている、極上新茶を職人の手貼による
缶に心を込めて詰めております。家康公が愛飲した本山茶を

ご贈答用として、
お世話になっ
ているあの方
へ、また季節の
ごあいさつとし
てぜひご利用く
ださい。

100g缶入り木箱　3,240円（税込）～

〒424-0829 静岡市清水区巴町1-2
TEL 054-352-3923　FAX 054-352-2022
http://www.kobayashien.jp

㈲小林園

金子高見クレイアート作品集刊行
創作茶筒から創り
始めたクレイアート
作品をジャンル別
にまとめた作品集。
お茶屋から生まれ
た作品①「干支の
動物たち」～⑦創
作略歴集まで7巻
販売いたします。①～⑤Ａ５Ｓ４８頁　１,０００円（税込）

⑥～⑦Ａ５Ｓ２４頁　   ６００円（税込）

〒424-0816 静岡市清水区真砂町2-15
TEL 054-366-5582　FAX 054-366-5559
http://shimizu-en.co.jp/

㈲清水園



わが社自慢の商品・サービス
紹介コーナー 特別企画

新茶シーズン到来！
静岡市内で茶業を営む事業所の一部を紹介します。

あなたのティータイムをさらに豊かに
全7種類の「ほのか薫」シリ
ーズ。バニラ、バラ、レモング
ラスと一風変わったフレーバ
ーをお楽しみいただけます。
あなたのお好み、こだわりの
フレーバーを見つけてみま
せんか？本夏より「涼」がリニ
ューアル！ペパーミント入りで
より爽やかになりました。

190円～1,590円（税込）

〒420-0018 静岡市葵区土太夫町27
TEL 054-252-2098　FAX 054-252-5258
http://kinzaburo.com

㈱前田金三郎商店

清水からのたより「エスパッ茶」
エスパッ茶は、味を追
求した静岡深蒸茶で
す。製造時に長く蒸
すため、茶葉が細か
くなります。甘みとコク
を持った濃い深緑色
のお茶です。暑い夏
には水出し緑茶とし
ても美味しく頂けます。

100ｇ 1,080円（税込）

〒424-0806 静岡市清水区辻5丁目1-1
TEL 054-367-1633　FAX 054-366-0393

立花園茶舗

両河内産抹茶 白拍子
一つ一つ丁寧に手摘みし、石臼で挽いた、清水両河内唯一の

抹茶「白拍子」。まろや
かですっきりと飲みや
すく、きめ細やかでクリ
ーミーな泡立ちが特徴。
口の中にいつまでも残
る優しい甘さが老若
男女問わずご好評で
す。2013年度しずおか
葵プレミアム認定。

〒424-0401 静岡市清水区中河内4209
TEL＆FAX 054-395-2136
http://seisyouyuenn.jimdo.com

清照由苑

四方蔵の
さえみどり品種茶

今年、静岡茶市場初取引で史上最高
値の１０８万円で落札され話題となっ
た品種「さえみどり」。弊社でも、１００ｇ
￥１，２００円で販売しております。他にも
各種取り揃えております。是非ご用命
ください。

100ｇ 1,200円（税込）

〒420-0016 静岡市葵区住吉町2-1-3
TEL 054-252-2111　FAX 054-251-7122
http://yomozo.co.jp

㈱石川四方蔵商店
〒424-0816 静岡市清水区眞砂町2-28 駅前銀座アーケード街
TEL 054-366-7214　FAX 054-363-0437

中澤園茶舗 

夏 暑い時に
オススメ

１リットルの水に、ティー
バッグを１袋入れてさっ
ぱりとしたお茶をお楽
しみください。暑い時に
オススメの一杯です。

9g×10包入 864円（税込）

〒424-0006 静岡市清水区石川本町7-15
TEL 054-366-6533　FAX 054-366-6547
http://www.yamaichien.co.jp

㈱山一園本舗

味本位の深むし
茶ティーバッグ

静岡県内の深むし製法され
た茶葉を使用。バッグがメッシ
ュ地の三角錐バッグとなって
おり内部空間が広く、ジャンピ
ング作用を起こさせ茶葉の広
がりを助け浸出力を高めるの
で、味と緑が濃くまろやかな味
です。



し
ご
と
な
で
し
こ

静

岡

の

未

来

　

針
谷
建
築
事
務
所
は
昨
年
、創
立
70
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。戦
後
の
復
興
期
か
ら
現
在
に
至

る
社
会
の
様
々
な
状
況
の
中
で
、地
域
の
皆
様

に
支
え
ら
れ
、長
く
一
貫
し
た
理
念
で
静
岡
の
ま

ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。住
宅
、学

校
、病
院
、事
務
所
ビ
ル
、工
場
等
、街
の
様
々
な

建
物
の
設
計
に
一
つ
一
つ
取
り
組
み
な
が
ら
、そ

の
先
に
ま
ち
づ
く
り
や
都
市
環
境
の
創
造
を
見

据
え
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。建
築
設
計
は
技

術
と
デ
ザ
イ
ン
を
通
し
て
新
し
く
豊
か
な
環
境

を
提
案
す
る
仕
事
で
す
。

　

商
工
会
議
所
青
年
部
の
活
動
を
通
し
て
、地

域
の
問
題
を
共
有
し
、仲
間
と
と
も
に
解
決
を

図
る
使
命
感
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。人
と

人
の
繋
が
り
が
生
み
出
す
も
の
と
、建
築
デ
ザ
イ

ン
が
実
現
す
る
も
の
を
掛
け
合
わ
せ
て
、よ
り
豊

か
な
静
岡
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き
れ
ば
幸

い
で
す
。

星座 ： かに座  血液型 ： A型  趣味 ： 旅行、ゴルフ
TEL ： 054-281-1155

北川　言さん

　

当
社
は
昭
和
29
年
の
創
業
よ
り
、オ
フ
ィ
ス
用

品
に
始
ま
り
、店
舗
の
家
具
、そ
し
て
医
療
福
祉

分
野
へ
と
、時
代
の
流
れ
に
沿
っ
た
お
客
様
に
必
要

と
さ
れ
る
商
品
づ
く
り
を
志
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

木
材
と
鉄
、両
方
の
加
工
を
行
え
る
メ
ー
カ
ー
は

全
国
で
も
数
少
な
く
、当
社
の
強
み
で
す
。

　

私
は
、新
製
品
の
企
画
開
発
か
ら
、会
社
の
Ｐ
Ｒ
、

Ｈ
Ｐ
の
ニ
ュ
ー
ス
掲
載
等
、幅
広
く
業
務
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、そ
の
中
で
も
、医
療
福
祉
分

野
の
製
品
開
発
に
注
力
し
て
お
り
ま
す
。自
分
一
人

で
は
、で
き
る
こ
と
は
ほ
ん
の
少
し
で
あ
り
、周
り
の

方
に
い
つ
も
助
け
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
シ
ズ
オ
カ﹇
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｕ
﹈メ
ッ
セ
で
は
、展

示
会
の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
任
せ
て
い
た
だ
き
、チ
ー

ム
の
意
見
を
大
切
に
し
な
が
ら
、ブ
ー
ス
づ
く
り
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。チ
ー
ム
自
慢
の
ブ
ー
ス
に
是
非
、

お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

休
日
は
、家
族
や
友
人
、大
切
な
人
と
の
食
事

と
会
話
、一
緒
に
過
ご
す
時
間
を
大
事
に
し
て
い
ま

す
。同
時
に
一
人
の
時
間
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

で
、音
楽
や
ラ
ジ
オ
を
聴
き
な
が
ら
ド
ラ
イ
ブ
に
出

か
け
ま
す
。草
薙
に
あ
る
県
大
の
丘
か
ら
は
、静
岡

の
街
が
一
望
で
き
、自
分
を
俯
瞰
し
、心
が
ク
リ
ア

に
な
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
大
切
な
場
所
で
す
。

企業組合 針谷建築事務所　専務理事・副所長
静岡商工会議所青年部 平成29年度 国際交流委員会 副委員長

星座 ： みずがめ座　血液型 ： A型　趣味 ： 鍋で炊飯、イラスト製作
TEL ： 054-281-1166

小澤 伊代さん
㈱パロン

デ
ザ
イ
ン
の
力
で

人
を
幸
せ
に
、街
を
元
気
に
、

世
の
中
を
よ
り
良
く
し
た
い

よ
り
豊
か
な

静
岡
の
街
づ
く
り
に

貢
献
し
て
い
き
た
い



東
京
か
ら

こ
ん
に
ち
は

静
岡
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、東
京
を
拠
点
に
内
外
で
活
躍

す
る
皆
様
に
、東
京
か
ら
見
た
静
岡
市
の
良
さ
と
可
能
性
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
に
つ
い
て
、ご
提
案
い
た
だ
き
ま
す
。

※インタビュアーの長田義明さんは、静岡市出身のジャーナリストで、元時事通信社解説委員。

田中　章 さん

東京都市大学  教授

Akira Tanaka

日本平からの「世界一の
風景」、最大限活用を

「
開
発
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
ん
で
す
。問
題

は
ど
う
や
っ
た
ら
自
然
を
壊
す
こ
と
な
く
開
発
を

う
ま
く
誘
導
で
き
る
か
な
ん
で
す
ね
。欧
米
な
ど

の
先
進
国
で
は
こ
の
制
度
が
法
律
で
義
務
化
さ
れ

て
い
ま
す
が
、日
本
は
ま
だ
法
制
化
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
課
題
で
す
」と
話
す
。

　

生
物
多
様
性
や
景
観
に
配
慮
し
た
グ
リ
ー
ン
イ

ン
フ
ラ
の
視
点
を
地
方
自
治
体
が
ど
ん
ど
ん
取
り

入
れ
て
ほ
し
い
、と
訴
え
る
。「
多
様
な
付
加
価
値

が
生
ま
れ
、生
態
系
が
復
活
し
た
り
開
発
前
よ
り

景
観
が
よ
く
な
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
」。

　

環
境
学
者
と
し
て
知
ら
れ
、専
門
は
自
然
や

生
態
系
の
復
元
、生
物
多
様
性
保
全
、環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
、造
園
学
、生
態
学
。「
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

自
然
や
野
生
生
物
を
人
間
社
会
と
共
存
さ
せ
ら

れ
な
い
か
が
私
の
研
究
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
」。

　

米
国
に
留
学
し
、開
発
に
際
し
て
、近
隣
に
同

じ
よ
う
な
自
然
や
ハ
ビ
タ
ッ
ト（
野
生
生
物
の
す

み
か
）復
元
を
事
業
者
に
義
務
づ
け
る
生
物
多
様

性
オ
フ
セ
ッ
ト
を
日
本
で
最
初
に
紹
介
し
た
。

　

故
郷
清
水
に
つ
い
て
田
中
さ
ん
は「
世
界
的
な

観
光
資
源
が
事
実
上
眠
っ
た
ま
ま
の
状
態
で
も
っ

た
い
な
い
」と
指
摘
。「
仕
事
で
多
く
の
国
を
訪
れ

ま
し
た
が
、日
本
平
の
東
側
、巴
川
流
域
か
ら
折

戸
湾
、三
保
松
原
、駿
河
湾
越
し
に
見
る
伊
豆
半

島
、そ
し
て
富
士
山
の
雄
姿
、こ
れ
は
世
界
一
の

風
景
の
一
つ
で
す
」と
太
鼓
判
を
押
す
。

　

そ
の
上
で
、「
世
界
一
の
風
景
」の
エ
リ
ア
を
き

ち
ん
と
確
保
し
、「
例
え
ば
、清
見
寺
の
五
百
羅

漢
や
朝
鮮
通
信
使
詩
書
な
ど
周
辺
の
歴
史
的
、

文
化
的
資
源
を
保
全
し
利
用
す
れ
ば
サ
ス
テ
イ

ナ
ブ
ル・ツ
ー
リ
ズ
ム
が
実
現
で
き
ま
す
」。

　

そ
の
た
め
に
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
の
重
要
性

を
指
摘
す
る
。「
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
自
然
や

風
土
を
望
む
外
国
の
人
た
ち
に
し
っ
か
り
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
に
は
、英
語
の
案
内
板
と
か
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。彼
ら

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
世
界
の
ど
こ
へ
で
も
発
信
し

ま
す
か
ら
Ｐ
Ｒ
効
果
は
絶
大
で
す
。一
種
の
観
光

大
使
の
役
目
も
果
た
し
て
く
れ
ま
す
」。

　

子
供
の
頃
か
ら
自
然
に
接
す
る
こ
と
や
生
き

物
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
田
中
さ
ん
。「
一
般
の
方

に
手
つ
か
ず
の
自
然
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
場
所
の

ほ
と
ん
ど
は
実
は
長
い
歴
史
の
中
で
人
間
が
つ
く

っ
て
き
た
も
の
で
す
。た
だ
最
初
か
ら
人
間
が
質

の
高
い
自
然
を
復
元
、創
出
す
る
の
は
無
理
な
ん

で
す
。時
間
が
や
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。清
水
も

開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。ぜ
ひ
清
水
の
自
然
復
元

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
」。

（
文
：
長
田
義
明
、写
真
：
田
中
さ
ん
提
供
）

「
生
物
多
様
性
」自
治
体
も
配
慮
を

静岡市清水区生まれ。県立清水東高校卒業。東京農工大学農学部環境保
護学科卒業。米ミシガン大学大学院修士課程修了（マスター・オブ・ランド
スケープアーキテクチャ）、東京大学大学院博士課程修了（農学博士）、
英国立ウェールズ大学大学院日本プログラム環境マネジメント学科長な
どを経て、2002年、東京都市大学環境学部教授。58歳。
東大、東大大学院、東京農工大でも講義を担当。来年、静岡市で日中韓越
４か国による環境アセスメント国際会議を開催する方向で調整中。「HEP
入門<ハビタット評価手続き>マニュアル」（朝倉書店）など著書多数。
http://www.yc.tcu.ac.jp/̃tanaka-semi/

経 歴

「
自
然
復
元
に
取
り
組
ん
で
」



　
「
バ
ー
ル・ス
パ
ゲ
ッ
テ
リ
ア・イ
タ
リ
ア
」は
、

さ
つ
き
通
り「
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
清
水
」の
隣

の
ビ
ル
に
あ
り
ま
す
。

　
ス
テ
フ
ァ
ノ
さ
ん
は
、ス
イ
ス
と
の
国
境
に
近

い
イ
タ
リ
ア・ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
州
ソ
ン
ド
リ
オ

市
の
出
身
。奥
様
の
仁
穂
さ
ん
と
同
地
で
出

会
い
、仁
穂
さ
ん
の
故
郷・清
水
を
訪
ね
て
気

に
入
り
、リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
の
勤
務
経
験
を

活
か
し
て
１
９
９
７
年
に
当
店
を
オ
ー
プ
ン
。

本
場
の
イ
タ
リ
ア
料
理
に
こ
だ
わ
り
、「
よ
く

食
べ
、よ
く
歌
い
、よ
く
愛
す
る
」イ
タ
リ
ア
人

の
生
活
文
化
を
紹
介
し
、今
年
で
20
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　

バ
ー
ル
は
、エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
や
カ
プ
チ
ー
ノ
を

立
ち
飲
み
す
る
街
角
の
店
。ス
パ
ゲ
ッ
テ
リ
ア

は
、気
軽
に
料
理
を
楽
し
む
店
。２
０
１
０
年

に
電
気
釜
を
導
入
し
、薄
く
て
パ
リ
パ
リ
と
し

た
ロ
ー
マ
風
ピ
ッ
ツ
ァ
も
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　

本
日
の
料
理
は
、シ
ェフ
お
す
す
め
コ
ー
ス
。

ア
ン
テ
ィ
パ
ス
ト（
前
菜
）は「
サ
ン・ダ
ニエ
レ
産

生
ハ
ム
サ
ラ
ダ
」。プ
リ
モ・ピ
ア
ッ
ト（
第
一
の

お
皿
）は「
フ
ェッ
ト
ゥ
チ
ー
ネ
・シ
ェ
フ
特
製

ソ
ー
ス
」。

　

メ
イ
ン
の
セ
コ
ン
ド・ピ
ア
ッ
ト（
第
二
の
お

皿
）は「
ア
カ
ザ
海
老
の
ト
マ
ト
煮
込
み
」と

「
牛
肉
の
タ
リ
ア
ー
タ
」。イ
タ
リ
ア
料
理
は
、

地
元
の
新
鮮
な
食
材
の
持
ち
味
を
最
大
限
に

活
か
し
て
調
理
し
ま
す
。

　

ド
ル
チ
ェ
は
テ
ィ
ラ
ミ
ス
。イ
リ
ー
の
エ
ス
プ

レ
ッ
ソ
は
、イ
タ
リ
ア
製
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
マ
シ
ー
ン

で
20
〜
30
秒
で
淹
れ
ま
す
。

　

食
中
酒
と
し
て
イ
タ
リ
ア
赤
ワ
イ
ン
、消
化

を
助
け
る
食
後
酒
と
し
て
イ
タ
リ
ア
特
産
の

蒸
留
酒
グ
ラ
ッ
パ
が
お
す
す
め
で
す
。

　

オ
ペ
ラ
音
楽
が
流
れ
る
な
か
、イ
タ
リ
ア
の

食
文
化
を
満
喫
で
き
ま
し
た
。

地産地消

【メニュー】

【営業時間】

【施　設】

【所在地】

昼：平日ランチ850円～。土日祝ランチ
1300円～。夜：コース料理4000円～。
グラスワイン600円～。価格は税込。
昼：11時30分～14時（L.O.13時30
分）。夜：17時～21時（L.O.20時30
分）。水曜・第３火曜定休。
カウンター３席。テーブル席32席。
駐車場２台。
静岡市清水区相生町7-26
TEL ０５４‐353-3580

http://bsitalia1997.com/

さのい市会に活本食の迎立はにた

シェフおすすめコース6500円（税込）。左から、牛肉のタリアータ。ティラミス。手打ちのフェットゥチーネ・シェフ特製ソース。サン・ダニエレ産生ハムサラダ。アカザ海老
のトマト煮込み。パン。エスプレッソ。グラッパ「Inferno」「SARPA DI POLI」。赤ワイン「LE PRUDENZE Valtellina Superiore DOCG」「Sfursat DOCG」。

イ
タ
リ
ア
人
シ
ェ
フ
が
つ
く
る

本
場
の
イ
タ
リ
ア
料
理
を
気
軽
に

オーナーシェフ

ベルソッティ ステファノ氏

静岡商工会議所静岡商工会議所
清水事務所清水事務所
静岡商工会議所
清水事務所

南幹線南幹線南幹線

ホテルホテル
サンルートサンルート
清水清水

ホテル
サンルート
清水

清
水

　

区
役
所

巴　

川

新清水

東海
道本
線

静鉄清
水線

に　

ほ



信頼と安心

全国ネット
全国47都道府県
事務所で、取扱って
おります。

ト
て

無　料
情報の提供・相談、
あっせんの費用は
かかりません。

経済・産業団体と
厚生労働省の協力で

設立された
公益法人です。

出向・移籍

◎センター独自の求人情報の提供が可能です。　　　　　　　　◎他の公共職業紹介機関（ハローワーク等）との併用が可能です。
◎求職される皆様のご希望を考慮し、求人情報をご紹介します。  ◎求職者にはセンターの職員が登録から再就職に向けて支援・指導を行います。

センター
利用の
メリット

センターの出向・移籍支援システム

公益財団法人 産業雇用安定センター

人
材
送
出
企
業

人
材
受
入
企
業

企業どうしの話し合い・面接

出向・移籍成立

人材情報の
登録

情報提供・
相談・紹介

公益財団法人産業雇用安定センター静岡事務所 経済・産業団体、ハローワーク等と連携し、全国的なネットワークを通じて、
人材の確保、従業員の再就職支援に努めています。

お
気
軽
に

ご
相
談

く
だ
さ
い

信頼と安心
経済・産業団体と経済 産業団体と センターの出

出向・移籍　出向・移籍　　を
サポートしますサポートします
出向・移籍　　を
サポートします

企業間の
出向・移籍

〒420-0851  静岡市葵区黒金町11番7号  三井生命静岡駅前ビル12F　 TEL 054-255-1343　 FAX 054-652-3259

◎受入企業及び送出企業に対しきめ細やかな相談で最適な人材情報の提供・紹介を行います。
◎インターネットにより人材情報も提供しています。



事業承継のこと、相続のこと、
専門家がわかりやすく解説します。

【ＴＯＭＡのセミナー】　会場：CSA貸会議室（レイアップ御幸町ビル）
　7月 20 日（木）　中小企業庁「事業承継対策ガイドライン」セミナー
　8月 24 日（木）　ホールディングカンパニー活用セミナー
　9月 21 日（木）　女性税理士による相続対策・財産承継セミナー
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